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戦
前
の
教
員
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
ル
ー
ト
で
養
成
、
採
用
さ
れ
て
い
た
。
主
た
る
養
成
機
関
は
、
国
民
学
校
教
員
が
師
範
学
校
、
青
年
学
校
教
員
が
青
年
学
校
教
員
養
成
所
（
一
九
四
四

（
昭
和
一
九
）
年
か
ら
青
年
師
範
学
校
）、
中
等
学
校
教
員
が
高
等
師
範
学
校
・
女
子
高
等
師
範
学
校
（
実
際
に
は
大
学
・
専
門
学
校
出
身
者
が
多
数
）
で
あ
っ
た
。
高
等
師
範
学
校
・

女
子
高
等
師
範
学
校
は
最
初
か
ら
官
立
で
あ
っ
た
が
、
師
範
学
校
・
青
年
師
範
学
校
は
そ
れ
ぞ
れ
四
三
、
四
四
年
に
官
立
と
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
が
よ
く
示
し
て
い
る
と
お
り
、
国
の
直

轄
学
校
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
教
育
全
体
の
戦
時
体
制
化
を
教
員
に
託
し
た
面
が
大
き
く
、
そ
れ
ゆ
え
に
戦
後
、
教
育
関
係
者
の
戦
争
責
任
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
自
ら
責
任
を
感

じ
て
教
職
を
離
れ
た
者
も
い
た
。 

一
九
四
五
年
一
〇
月
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
日
本
政
府
に
対
し
て
「
日
本
教
育
制
度
ニ
対
ス
ル
管
理
政
策
」「
教
員
及
ビ
教
育
関
係
官
ノ
調
査
、
除
外
、
認
可
ニ
関
ス
ル
件
」
を
指
令
し
た
。
こ

れ
に
基
づ
い
て
、
一
般
的
な
公
職
追
放
（
四
六
年
一
月
の
指
令
に
基
づ
き
同
年
二
月
に
実
施
）
と
は
別
に
、
四
六
年
五
月
に
日
本
政
府
が
「
教
職
員
の
除
去
、
就
職
禁
止
及
び
復
職
等
の

件
」（
勅
令
）
等
を
定
め
、
戦
時
中
に
軍
国
主
義
や
超
国
家
主
義
を
推
進
し
た
教
育
関
係
者
を
判
定
す
る
た
め
の
教
職
員
適
格
審
査
が
実
施
さ
れ
、
不
適
格
と
判
定
さ
れ
た
者
が
追
放
さ

れ
た
。 

戦
前
に
お
い
て
は
、
教
員
組
合
は
ほ
と
ん
ど
結
成
さ
れ
ず
、
職
能
団
体
で
あ
る
教
育
会
が
組
織
さ
れ
て
い
た
。
戦
後
の
占
領
政
策
に
よ
り
労
働
組
合
の
結
成
が
促
進
さ
れ
た
結
果
、
各

都
道
府
県
の
教
育
会
の
多
く
が
解
散
し
、
そ
の
組
織
や
資
産
は
教
職
員
組
合
に
継
承
さ
れ
た
（
た
だ
し
、
一
部
の
県
や
地
域
で
は
教
育
会
が
存
続
し
て
教
育
実
践
研
究
活
動
を
継
続
し

た
）。
教
育
会
の
全
国
組
織
で
あ
っ
た
日
本
教
育
会
（
一
九
四
四
年
に
帝
国
教
育
会
か
ら
大
日
本
教
育
会
と
、
さ
ら
に
四
六
年
に
日
本
教
育
会
と
改
称
）
は
四
八
年
八
月
に
解
散
し
た
。

一
方
、
教
職
員
組
合
の
全
国
組
織
と
し
て
四
六
年
七
月
に
教
員
組
合
全
国
連
盟
（
教
全
連
）、
同
年
一
二
月
に
全
日
本
教
員
組
合
協
議
会
（
全
教
協
）
等
が
結
成
さ
れ
、
こ
れ
ら
が
合
同

し
て
四
七
年
六
月
に
日
本
教
職
員
組
合
が
誕
生
し
た
。
本
県
で
は
四
六
年
一
月
に
神
奈
川
県
教
員
組
合
、
四
七
年
一
一
月
に
神
奈
川
県
教
職
員
組
合
（
神
教
組
）
が
結
成
さ
れ
た
。 
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 記
入
様
式
  

 (学
校
名
) 

 Name of School 

（
学
校
長
氏
名
）

（
所
在
地
）

Place

担
任
科
目
（
受
持
）

第

一

節

教
職
員
適
格
審
査
・
教
職
追
放

※ 
神
奈
川
県
立
教
育
セ
ン
タ
ー
編
・
刊
『『
連
合
軍
指
令
綴
』
集
成
―
神
奈
川
県
内
各
学
校
所
蔵
資

料
に
よ
る
―
』（
二
〇
〇
〇
年
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
場
合
は
「〈
集
成
〉」
と
補
記
し
た
。
当
該
資

料
が
文
部
大
臣
官
房
文
書
課
編
・
刊
『
終
戦
教
育
事
務
処
理
提
要
』
第
一
～
五
輯
／
集
（
一
九
四
五

～
五
一
年
）
ま
た
は
近
代
日
本
教
育
制
度
史
料
編
纂
会
編
『
近
代
日
本
教
育
制
度
史
料
』
全
三
四
巻

（
講
談
社
、
一
九
五
六
～
五
九
年
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
書
名
を
『
提
要
』『
史
料
』
と

略
記
し
、
そ
の
巻
数
を
数
字
で
表
示
し
た
。 

一 

職
員
調
書
作
製
ニ
関
ス
ル
件 

二
十
教 

号
外 

  

昭
和
二
十
年
九
月
十
八
日 

内

政

部

長

中
等
学
校
長 

殿

職
員
調
書
作
製
ニ
関
ス
ル
件 

聯
合
軍
報
道
部
ヨ
リ
ノ
命
令
ニ
ヨ
リ
中
等
学
校
職
員
調
書
至
急
同
部
ニ
提
出
ヲ
要
ス
ル
ニ
付
左

記
様
式
ニ
依
リ
横
浜
市
内
中
等
学
校
ハ
九
月
二
十
五
日
迄
ニ
横
浜
市
以
外
ハ
九
月
三
十
日
迄
ニ

複
写
四
通
提
出
相
成
度 

 

 Name of Principal
   (Address) 

 
Name of teachers 

Names of Lesson in Charge 
Remarks 

(学
校
長
氏
名
) 

（
 
〃
 
住
所
）
 

（
教
員
氏
名
）
 

１

固
有
名
詞
ハ
ロ
ー
マ
字
ニ
テ
記
シ
他
ハ
全
部
英
訳
ス
ル
コ
ト 

２

教
員
名
欄
ニ
ハ
専
任
教
員
ノ
ミ
記
ス
コ
ト 

３

学
校
名
ノ
部
分
ニ
ハ
公
立 Public 

 

私
立 Private 

ノ
別
ヲ
前
書
ス
ル
コ
ト 

 

備
考 

（
所
在
地
）
Place 

 担
任
科
目
（
受
持
）
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1. 本
調
査
ハ

11
月

1
日
現
在
ト
ス

2.
上
掲
雛
形
ト
同
大
ノ
カ
ー
ド
ニ
依
リ
各
学
校
ニ
テ
個
人
別
ニ
製
作
ス
ル
コ
ト

3.
氏
名
ハ
 Nakamura Ichiro

ノ
如
ク
記
入
シ
点
線
ノ
下
ニ
中
村
一
郎
ト
記
ス
コ
ト

4.
Sex ハ

男
ハ
Ｍ
 
女
ハ
Ｆ
ト
記
ス
コ
ト

5.
年
令
 
在
職
年
数
ハ

35.6
 5.3

ノ
如
ク
何
年
何
ヶ
月
マ
デ
記
入
ス
ル
コ
ト
 

6.
○
ニ
ハ
Ａ
．
Ｂ
．
Ｃ
順
ニ
配
列
ノ
必
要
有
之
ニ
ヨ
リ
氏
名
ノ
第
一
文
字
ヲ
大
文
字
ニ
テ

左
側
ニ
 
第
二
文
字
ヲ
小
文
字
ニ
テ
右
側
ニ
書
キ
込
ム
コ
ト

7.
提
出
期
日
ハ

11
月

9
日
午
前

10
時
迄
ニ
必
ズ
到
達
ス
ル
様

同

予

定

数

復

員

数 其
他 

書
記 

嘱
託 

判
任 

奏
任 

現
員
教
員
数 

現
学
級
数 

生
徒
定
員 

生
徒
現
員 

収
容
（
復
員
、
編
入
）
可
能
数 

備
考 

 (26.5cm) 

Nakamura 
 Ichiro 

Name 

M Sex 

35.6 

Age 

Physical 
And Chemistry 

Subjects 

Taught 

The Yokohama 
First Middle 
School 
(public) 

School 

5.3 

Length 
of 

Service 

十
月
一
日
現
在
学
校
状
況
調
査 

   

学
校
名 

（
仮
事
務
所
） 

Ｎ
 
 a 

職
 員

 個
 人

 調
 書

 

(7cm) 

中
村
一
郎
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注 

神
奈
川
県
立
公
文
書
館
所
蔵
の
簿
冊
「
聯
合
軍
関
係
書
類
」（
藤
沢
市
立
藤
沢
高
等
女
学
校
旧
蔵

資
料
）
お
よ
び
「
連
合
軍
指
令
書
」（
神
奈
川
県
立
厚
木
高
等
女
学
校
旧
蔵
資
料
）
に
収
録
さ
れ
て

い
る
〈
集
成
〉。「
十
月
一
日
現
在
学
校
状
況
調
査
」
は
神
奈
川
県
立
厚
木
高
等
女
学
校
、
そ
れ
以
外

の
文
書
は
藤
沢
市
立
藤
沢
高
等
女
学
校
が
所
蔵
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

Demobilized Teachers Personal Inquiry 

（
復
員
教
員
個
人
調
）
 

 
Name  氏

 
名
 

 School  学
校
名
 

 Location 
 所
在
地
 

 Education Career（
教
育
上
の
前
歴
）
 

 月
 
 
西
暦
 

(1)
,19

 Graduated from the 
 School 

   （
卒
業
）
 

(2)
,19

 Appointed to Teacher of the 
  school 

 （
任
命
）
 

 Subjection in Charge 

 担
任
課
目
 
 

(3)
,19

 Transferred to the 
 school 

   （
転
任
）
 

(4)
,19

 Enlisted（
入
隊
応
召
）
 

(5)
,19

 Demobilized and Returned to School（
復
員
帰
校
）
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二 

教
育
者
中
ヨ
リ
本
業
ト
シ
テ
ノ
陸
海
軍
人
タ
ル
経
歴
ヲ
有
ス
ル
者
等
ノ
整
理
ニ
関
ス
ル
件 

二
十
秘
収
第
一
六
〇
一
号 

昭
二
十
年
十
一
月
一
日 

内

政

部

長

中
等
学
校
長

市

長

殿

 

地
方
事
務
所
長 

教
育
者
中
ヨ
リ
本
業
ト
シ
テ
ノ
陸
海
軍
人
タ
ル
経
歴
ヲ
有
ス
ル
者
等
ノ
整
理
ニ 

関
ス
ル
件 

今
般
本
業
ト
シ
テ
陸
海
軍
人
タ
ル
経
歴
ヲ
有
ス
ル
者
及
軍
国
主
義
的
乃
至
極
端
ナ
ル
国
家
主
義

的
傾
向
ヲ
有
ス
ル
者
ハ
概
ネ
左
記
要
領
ニ
依
リ
教
育
界
ヨ
リ
整
理
セ
ラ
ル
ル
コ
ト
ト
相
成
タ
ル

処
其
ノ
具
体
的
基
準
取
扱
細
目
等
ニ
関
シ
テ
ハ
近
ク
主
務
省
ニ
於
テ
正
式
決
定
ノ
上
指
示
ア
ル

ベ
キ
旨
文
部
次
官
ヨ
リ
通
牒
有
之
候
条
予
メ
御
了
知
ノ
上
之
ガ
措
置
ニ
関
シ
万
遺
憾
ナ
キ
様
準

備
シ
置
カ
レ
度
此
段
及
通
牒
候
也 

記 

別
紙 

一
、
本
業
ト
シ
テ
ノ
陸
海
軍
ノ
将
校
士
官
又
ハ
下
士
官
タ
ル
ノ
経
歴
ヲ
有
ス
ル
者
（
其
ノ
細
目 

 
 

ハ
追
テ
指
示
ス
）
ハ
学
校
ノ
教
員
其
ノ
他
教
育
上
ノ
指
導
的
地
位
ニ
在
ル
コ
ト
ヲ
得
ズ
之 

 
 

ガ
取
扱
方
ニ
付
テ
ハ
追
而
指
示
ス 

（
備
考
）
例
ヘ
バ
国
民
学
校
教
員
ガ
応
召
シ
テ
下
士
官
又
ハ
将
校
ト
ナ
リ
復
員
ニ
依
リ
復
職 

 
 

シ
タ
ル
モ
ノ
等
ノ
如
キ
ハ
本
項
ノ
「
本
業
ト
シ
テ
ノ
陸
海
軍
将
校
士
官
又
ハ
下
士
官
」
ニ 

 
 

包
含
セ
ラ
レ
ザ
ル
ニ
付
為
念 

二
、
経
理
衛
生
技
術
等
ニ
関
ス
ル
本
業
ト
シ
テ
ノ
陸
海
軍
将
校
士
官
又
ハ
下
士
官
ノ
経
歴
ヲ
有 

 
 

ス
ル
者
ノ
大
学
高
等
専
門
学
校
ノ
教
員
ニ
関
シ
テ
ハ
特
別
ノ
取
扱
ヒ
ニ
付
追
テ
指
示
ス
ル 

 
 

見
込 

三
、
特
ニ
軍
国
主
義
的
乃
至
極
端
ナ
ル
国
家
主
義
的
傾
向
ヲ
有
ス
ル
者
ニ
付
テ
モ
前
項
同
様
ニ 

 
 

措
置
ス 

之
ガ
取
扱
ニ
付
テ
ハ
追
而
指
示
ス 

四
、
第
一
項
乃
至
第
三
項
ノ
該
当
者
ト
雖
モ
現
ニ
教
員
タ
ル
者
ニ
付
テ
ハ
何
分
ノ
指
示
ア
ル
迄

ハ
其
ノ
儘
在
職
セ
シ
メ
テ
差
支
ナ
シ
但
復
員
軍
人
ノ
新
起
採
用
ハ
爾
今
何
分
ノ
指
示
ア
ル

 
 

迄
差
シ
控
フ
ル
コ
ト 

（
備
考
） 

本
項
ノ
「
復
員
ノ
陸
海
軍
人
」
ハ
一
切
ノ
復
員
軍
人
ヲ
包
含
シ
本
業
ト
シ
テ
ノ
陸
海
軍
人 

 
 

ノ
将
校
士
官
又
ハ
下
士
官
」
ニ
限
定
セ
ラ
レ
ザ
ル
儀
ニ
付
念
為 

尚
何
分
ノ
指
示
ハ
聯
合
国
軍
側
ト
ノ
折
衝
ノ
済
次
第
速
ニ
之
ヲ
為
ス
見
込 

注 

神
奈
川
県
立
横
須
賀
高
等
学
校
所
蔵
の
簿
冊
「
昭
和
二
十
年
九
月
以
降 

聯
合
軍
旨
令
関
係
綴 

神
奈
川
県
立
横
須
賀
中
学
校
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
〈
集
成
〉。
一
〇
月
二
七
日
地
方
長
官
等
宛
文

部
次
官
通
牒
（『
提
要
』
１
・『
史
料
』
20

）
の
内
容
を
県
内
に
通
知
し
た
も
の
で
あ
る
。 
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三

反
軍
国
主
義
的
乃
至
自
由
主
義
的
傾
向
等
ノ
故
ヲ
以
テ
罷
免
セ
ラ
レ
タ
ル
元
教
職
員
ノ
再

任
用
ニ
関
ス
ル
件
・
軍
国
主
義
的
若
ハ
極
端
ナ
ル
国
家
主
義
的
教
職
員
ノ
調
査
並
ニ
処
置

具
申
相
成
度
件 

二
〇
発
教
号
外 

 
 

昭
和
二
十
年
十
一
月
十
九
日 

内
政
部
長 

横
浜 

横
須
賀 
川
崎
市
長 

地

方

事

務

所

長

殿

中

等

学

校

長

一
、
反
軍
国
主
義
的
乃
至
自
由
主
義
的
傾
向
等
ノ
故
ヲ
以
テ
罷
免
セ
ラ
レ
タ
ル
元
教
職
員
ノ

再
任
用
ニ
関
ス
ル
件 

既
往
ニ
於
テ
反
軍
国
主
義
的
乃
至
自
由
主
義
的
傾
向
又
ハ
言
動
ノ
故
ヲ
以
テ
罷
免
休
職
又
ハ
退

職
セ
シ
メ
ラ
レ
タ
ル
元
教
員
又
ハ
教
育
関
係
官
吏
タ
リ
シ
者
ニ
シ
テ
現
ニ
教
員
又
ハ
教
育
関
係

官
公
吏
タ
ル
ニ
適
ス
ル
者
ハ
之
ヲ
優
先
的
ニ
再
任
用
ス
ベ
キ
旨
文
部
次
官
ヨ
リ
通
牒
有
之
タ
ル

ニ
付
該
当
者
ニ
対
シ
然
ル
可
ク
諒
知
方
御
取
計
ヒ
ノ
上
再
任
用
希
望
者
ア
ラ
バ
事
情
ヲ
附
シ
具

申
相
成
度
此
段
依
命
及
通
牒
候 

 

二
、
軍
国
主
義
的
若
ハ
極
端
ナ
ル
国
家
主
義
的
教
職
員
ノ
調
査
並
ニ
処
置
具
申
相
成
度
件 

本
月
一
日
附
第
一
六
〇
一
号
ヲ
以
テ
教
育
者
中
ヨ
リ
本
業
ト
シ
テ
ノ
陸
海
軍
々
人
タ
ル
経
歴
ヲ

有
ス
ル
者
及
軍
国
主
義
的
乃
至
極
端
ナ
ル
国
家
主
義
的
傾
向
ヲ
有
ス
ル
者
ノ
整
理
ニ
関
シ
通
牒

致
置
キ
タ
ル
処
右
通
牒
「
三
」
ニ
所
謂
軍
国
主
義
的
若
ク
ハ
極
端
ナ
ル
国
家
主
義
的
傾
向
ヲ
有

ス
ル
者
及
聯
合
国
進
駐
軍
ノ
目
的
及
政
策
ニ
反
対
ナ
ル
コ
ト
明
ラ
カ
ナ
ル
者
ハ
直
チ
ニ
処
置
ス

ベ
キ
旨
文
部
次
官
ヨ
リ
通
牒
有
之
タ
ル
ニ
付
調
査
ノ
上
該
当
者
有
ラ
バ
其
ノ
処
置
ニ
関
シ
具
体

的
内
容
ヲ
附
シ
具
申
相
成
度 

該
当
者
ナ
ク
バ
其
ノ
旨
報
告
相
成
度
此
段
依
命
及
通
牒
候 

 
 

追
而
私
立
学
校
長
ニ
於
カ
レ
テ
ハ
該
当
者
ト
シ
テ
解
職
其
ノ
他
ノ
処
分
ヲ
ナ
シ
タ
ル
向
ハ 

 

事
由
ヲ
附
シ
顛
末
報
告
相
成
度 

 

尚
復
員
軍
人
ノ
教
員
其
ノ
他
教
育
上
ノ
指
導
的
地
位
ヘ
ノ
新
規
採
用
ハ
曩
ニ
通
牒
セ
ル
通

リ
何
分
ノ
指
示
ア
ル
迄
差
控
ヘ
ラ
ル
ベ
ク
為
念
申
添
フ

注

神
奈
川
県
立
横
須
賀
高
等
学
校
所
蔵
の
簿
冊
「
昭
和
二
十
年
九
月
以
降

聯
合
軍
旨
令
関
係
綴

神
奈
川
県
立
横
須
賀
中
学
校
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
〈
集
成
〉。
国
か
ら
の
通
知
は
『
提
要
』『
史
料
』

に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
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四 

教
職
員
不
適
格
者
報
告
に
関
す
る
件 

昭
和
二
十
一
年 

月

日

教
育
民
生
部
長 

各
市
長
宛 

各
地
方
事
務
所
長
宛 

各
中
等
学
校
長
宛 

教
職
員
不
適
格
者
報
告
に
関
す
る
件 

標
記
の
件
に
つ
い
て
文
部
省
秘
書
課
長
よ
り
調
査
報
告
方
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
の
で
左
記
様
式

に
よ
つ
て
至
急
調
査
回
答
御
願
ひ
致
し
ま
す 

尚
今
回
の
教
職
員
不
適
格
者
と
は
五
月
七
日
文
部
省
令
第
一
号
の
別
表
第
二
に
属
す
る
者
並

に
不
適
格
の
恐
あ
る
者
も
含
め
る 

注 

神
奈
川
県
立
公
文
書
館
所
蔵
の
簿
冊
「
昭
和
21

年
（
度
） 

聯
合
国
軍
指
令
関
係
書
類
綴 

教
、

指
導
課
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
五
月
一
四
日
各
地
方
長
官
宛
文
部
省
文
部
大
臣
官
房
秘
書
課
長
通

牒
「
公
立
学
校
職
員
の
人
事
に
関
す
る
通
牒
」（『
提
要
』
３
・『
史
料
』
20

）
の
内
容
を
県
内
に
通

知
し
た
も
の
で
あ
る
。 

○
○
中
学
校
勤
務

現

官

職

氏

名

年

月

日

該

当

ス

ル

経

歴

考
慮
中

退
官
手
続
中

等
具
体
的
ニ
記
入
ノ
コ

ト

措

置

方

法
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五

「
神
奈
川
県
教
職
員
適
格
審
査
委
員
会
」
打
合
要
項
お
よ
び
関
係
資
料 

（
一
）「
神
奈
川
県
教
職
員
適
格
審
査
委
員
会
」
打
合
要
項

「
神
奈
川
県
教
職
員
適
格
審
査
委
員
会
」
打
合
要
項

一
、
日 
時 

 

昭
和
二
十
一
年
七
月
十
七
日
午
後
一
時 

二
、
会 

場 
 

神
奈
川
県
庁 

三
、
出
席
者 

 

知
事
及
関
係
係
官
、
審
査
委
員
及
其
他
関
係
者 

四
、
次 

第

１
．
知
事
挨
拶 

２
．
委
員
会
内
容
説
明 

３
．
委
員
長
決
定 

４
．
事
務
打
合 

５
．
其
他 

五
．
委
員
及
幹
事
書
記
氏
名 

委
員 

 
 

教
員
代
表 
幹

事

湘
南
中
学
校
長 

赤
木
愛
太
郎 

 

教
育
民
生
部
長 

田
口
英
太
郎 

浅
野
綜
合
中
学
校
長 

神
名 

勉
聡 
 

教
育
課
長

鈴
木
重
信 

横
浜
市
立
平
沼
青
年
学
校
長 

 

簑
島 

兵
藏 

 

地
方
視
学
官 

 

佐
田 

稔

中
郡
北
秦
野
村
立
青
年
学
校
長 

山
田 

六
郎 

 

地
方
事
務
官 

 
小
泉 

隆

横
浜
市
磯
子
国
民
学
校
長

足
立 

直
壽 

書

記

中
郡
大
磯
国
民
学
校
長

四
澤 

正
吉 

地
方
視
学
官 

 

三
浦 
郷
親 

川
崎
市
渡
田
国
民
学
校
教
頭 

 

赤
池 

寛
藏 

 

同

齊
藤 

孝
忠 

同

直
井 

要

各
界
代
表 

地
方
視
学
官 

 

内
田 

正
三 

神
奈
川
県
農
業
会 

 

鈴
木 

勇
造 

 

地
方
事
務
官 

 

石
井 

透

神
奈
川
県
教
員
組
合 

萩
原 

利
邦 

 

同

角
田 

正
春 

神
奈
川
県
商
工
経
済
会

原

義
夫

同

熊
澤

忠
夫

神
奈
川
県
町
村
長
会 

石
村

喜
作

同

荒
川

輝
義

日
本
宗
教
会
神
奈
川
県
支
部 

 

福
永 

隆
賢 

 

同

三
橋 

武
雄 

日
本
キ
リ
ス
ト
教
団 

 

平
賀 

德
造 

 

地
方
教
官

髙
橋 

正
雄 

同

天
水 

毅

同

服
部 

二
男 

同

的
場
衞
市
郎 

雇

小
川
ト
ミ
子 

六
．
印
刷
物
内
容 

１
、
勅
令
第
二
六
三
号 

２
、
閣
令 

文
部
省
令 

農
林
省
令 

運
輸
省
令
第
一
号 

  

別
表
第
一
（
審
査
記
録
） 

別
表
第
二
（
附
属
書
Ａ
号 

  

勅
令
第
百
一
号
、
仝
第
二
条
、
仝
第
四
条
） 

別
表
第
三 

３
、
文
部
省
訓
令
第
五
号 

（
県
委
員
会
規
定
、
判
定
書
、
名
簿
、
調
査
表
） 

（
二
）
教
職
員
適
格
審
査
を
す
る
委
員
会
に
関
す
る
規
定

教
職
員
適
格
審
査
を
す
る
委
員
会
に
関
す
る
規
定

〈
神
奈
川
県
教
職
員
適
格
審
査
委
員
会
〉 

第
一
条 

神
奈
川
県
教
員
適
格
審
査
委
員
会
は
次
の
審
査
委
員
で
組
織
す
る 

一
．
教
員
代
表 

神
奈
川
県
内
の
国
民
学
校
、
青
年
学
校
及
び
中
等
学
校
の
教
員
の
中
か
ら

大
日
本
教
育
会
が
推
薦
し
た
者
七
人 

二
．
各
界
代
表 

教
育
団
体
、
産
業
団
体
及
び
宗
教
団
体
等
で
あ
っ
て
地
方
長
官
が
適
当
と

認
め
た
団
体
の
役
員
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
者
六
人 

第
二
条 

審
査
委
員
会
に
幹
事
、
書
記
各
々
若
干
名
を
置
く
こ
と
が
出
来
る 

第
三
条 

審
査
委
員
会
の
設
置
者
は
審
査
委
員
の
名
簿
を
添
へ
直
ち
に
文
部
大
臣
に
そ
の
旨
を

報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
委
員
を
補
充
し
た
と
き
も
同
様
で
あ
る 

第
四
条  

文
部
大
臣
が
審
査
委
員
会
の
組
織
を
不
適
当
で
あ
る
と
認
め
た
と
き
は
審
査
委
員
の

全
部
又
は
一
部
の
変
更
を
命
ず
る
こ
と
が
出
来
る 

第
五
条

審
査
委
員
会
は
設
置
者
が
招
集
す
る 

第
六
条

審
査
委
員
会
の
委
員
長
は
審
査
委
員
の
互
選
に
よ
っ
て
定
め
る 

第
七
条

審
査
委
員
が
審
査
に
付
せ
ら
れ
た
と
き
は
そ
の
審
査
委
員
は
職
務
の
執
行
か
ら
除
か

れ
る

第
八
条

 

審
査
委
員
会
は
原
則
と
し
て
書
面
で
す
る
。
但
し
審
査
に
附
せ
ら
れ
た
者
又
は
両
審
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査
を
請
求
し
た
者
を
審
査
委
員
会
に
出
頭
さ
せ
事
実
の
陳
述
を
さ
せ
て
も
差
支
へ
な
い 

審
査
委
員
会
が
必
要
を
認
め
た
時
は
現
地
に
つ
い
て
事
実
の
調
査
其
の
他
の
資
料
を
集

め
る
こ
と
が
出
来
る 

第
九
条  
審
査
委
員
会
が
必
要
と
認
め
た
と
き
又
は
審
査
に
付
せ
ら
れ
た
者
の
請
求
が
あ
っ
た

場
合
関
係
人
を
審
査
委
員
会
に
招
い
て
事
実
の
陳
述
を
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
る 

第
十
条  

審
査
委
員
会
の
審
査
判
定
は
審
査
委
員
の
過
半
数
で
こ
れ
を
決
す
る

表
決
は
無
記

名
投
票
に
よ
る 

第
十
一
条 

審
査
委
員
長
は
審
査
委
員
会
の
審
査
判
定
の
結
果
を
文
部
大
臣
と
地
方
長
官
に
知

ら
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 

第
十
二
条 

審
査
委
員
長
は
適
格
の
判
定
を
受
け
た
者
が
申
請
し
た
場
合
別
記
様
式
判
定
書
を

与
へ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 

第
十
三
条 

審
査
委
員
会
の
設
置
者
は
次
に
揚
ぐ
る
書
類
を
整
備
し
保
管
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い

一
．
調
査
表 

二
．
審
査
記
録 

三
．
適
格
者
名
簿 

四
．
不
適
格
者
名
簿 

五
．
解
職
者
及
び
復
職
者
名
簿 

六
．
其
の
他
審
査
に
関
す
る
一
件
書
類 

第
十
四
条 

神
奈
川
県
教
員
適
格
審
査
委
員
会
に
於
て
不
適
格
の
判
定
を
受
け
そ
の
判
定
に
不

服
が
あ
る
者
は
中
央
教
職
員
適
格
審
査
委
員
会
に
両
審
査
を
請
求
す
る
こ
と
が
出
来
る 

第
十
五
条 

中
央
教
職
員
適
格
審
査
委
員
会
に
お
い
て
不
適
格
の
判
定
を
受
け
そ
の
判
定
に
不

服
が
あ
る
者
は
文
部
大
臣
に
特
別
の
審
査
を
請
求
す
る
こ
と
が
出
来
る 

前
項
の
場
合
文
部
大
臣
が
そ
の
判
定
を
不
当
と
認
め
た
と
き
は
適
格
と
判
定
す
る
こ
と

が
出
来
る 

第
十
六
条 

前
三
〔
二
〕
条
の
両
審
査
又
は
特
別
の
審
査
の
請
求
は
判
定
を
受
け
た
日
か
ら
三
週

間
以
内
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 

第
十
七
条 

神
奈
川
県
教
員
適
格
審
査
委
員
会
に
お
い
て
不
適
格
の
判
定
を
受
け
た
も
の
が
中

央
教
職
員
適
格
審
査
委
員
会
に
両
審
査
の
又
は
文
部
大
臣
に
特
別
の
審
査
を
請
求
し
た

時
は
そ
の
審
査
判
定
が
確
定
す
る
迄
職
務
の
執
行
を
停
止
さ
れ
る 

第
十
八
条 

各
審
査
委
員
会
の
審
査
委
員
そ
の
他
の
関
係
者
は
昭
和
二
十
一
年
勅
令
第
二
六
三

号
の
施
行
に
つ
い
て
、
そ
の
精
神
並
び
に
条
文
を
良
心
に
従
ひ
公
正
に
従
ふ
個
人
的
責

任
を
負
ふ 

注 

神
奈
川
県
立
公
文
書
館
所
蔵
の
「
昭
和
二
十
一
年
七
月
（
国
民
学
校
係
） 

教
職
員
適
格
審
査
関

係
書
類 

教
育
課
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。「
打
合
要
項
」
の
冒
頭
頁
余
白
に
「
毎
週
水
曜
日
（
十

時
―
三
時
）」
と
の
メ
モ
あ
り
。 
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六 

適
格
審
査
判
定
書
（
一
例
） 

青
第
■
■
■
号 

判

定

書

住

所

職

名

氏

名

■

■

■ 

■

年

月

   

日
生 

右
の
者
は
昭
和
二
十
一
年
勅
令
第
二
六
三
号
の
規
定
に
よ
つ
て
提
出
し
た
書
面
を
審
査
し
た
と

こ
ろ
昭
和
二
十
年
十
月
二
十
二
日
附
聯
合
国
最
高
司
令
官
覚
書
日
本
教
育
制
度
ニ
関
ス
ル
管
理

政
策
、
同
月
三
十
日
附
同
教
員
及
教
育
関
係
官
ノ
調
査
、
除
外
、
認
可
ニ
関
ス
ル
件
及
昭
和
二

十
一
年
一
月
四
日
附
同
公
務
従
事
ニ
適
セ
ザ
ル
者
ノ
公
職
ヨ
リ
ノ
除
去
ニ
関
ス
ル
件
に
掲
げ
て

あ
る
条
項
に
当
ら
な
い
者
で
あ
る
と
判
定
す
る 

昭
和
二
一
年
■
月
■
日 

神
奈
川
県
適
格
審
査
委
員
長 

注

神
奈
川
県
立
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。 

神
奈
川
県 

適
格
審
査 

委
員
長
印 
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七 

教
職
適
格
者
名
簿
に
関
す
る
件 

二
二
学
第
二
八
八
号 

 
 

昭
和
二
十
二
年
四
月
二
十
四
日 

教
育
部
長 

三

市

長

地
方
事
務
所
長 

中
等
学
校
長

殿

各
種
学
校
長

教
職
適
格
者
名
簿
に
関
す
る
件 

今
般
聯
合
軍
総
司
令
部
の
命
に
よ
り
本
県
教
員
適
格
審
査
委
員
会
に
於
て
適
格
と
判
定
さ
れ
た

者
の
名
簿
を
左
の
様
式
に
て
四
通
作
成
し
来
る
五
月
四
日
迄
に
学
務
課
適
格
審
査
係
ま
で
御
届

け
願
い
た
い
。 

尚
今
後
も
審
査
終
了
次
第
月
末
毎
に
取
纏
め
報
告
願
い
た
い
。 

様
式
（
和
文
の
左
に
英
文
を
書
く
こ
と
） 

例

学
校
名  

 

備
考 

１
、
備
考
欄
に
は
現
在
官
職
に
居
な
い
者
に
つ
い
て
は
例
へ
ば
死
亡
、
退
職
等
記
入
の
こ
と 

２
、
こ
の
報
告
は
審
査
を
う
け
た
当
時
の
職
即
ち
中
等
学
校
、
青
年
学
校
、
国
民
学
校
、
盲 

   

聾
学
校
、
教
育
官
公
吏
、
学
校
法
人
の
役
職
員
の
各
別
に
作
成
の
こ
と 

３
、
戦
時
と
は
太
平
洋
戦
勃
発
よ
り
終
戦
ま
で
と
す
る 

   

（
昭
一
六
、
一
二
、
八
―
二
一
、
九
、
二
） 

４
、
戦
時
中
の
職
の
項
は
身
分
等
（
校
長
、
教
頭
、
教
諭
、
訓
導
、
視
学
等
）
を
記
載
す
る 

 

の
み
に
て
学
校
名
等
不
要
（
教
頭
と
は
中
等
学
校
、
青
年
学
校
、
各
種
学
校
等
で
は
校 

   

長
代
理
の
教
官
を
い
ふ
） 

５
、
用
紙
は
概
ね
半
紙
判
の
大
き
さ
と
す
る 

６
、
四
通
別
々
に
す
る
こ
と 

注 

神
奈
川
県
立
公
文
書
館
所
蔵
の
「
聯
合
軍
関
係
書
類 

藤
沢
市
立
藤
沢
高
等
女
学
校
」
に
収
録
さ

れ
て
い
る
〈
集
成
〉。 

 1946.9.7 

昭
和
二
一
、
九
、
七 

Date of Screening 

適

格

判

定

日

Principal of Hommoku 
Elementary School 

横
浜
市
本
牧
国
民
学
校
長 

Position held at 
time of Screening 

審
査
を
う
け
た
当
時
の
職 

Head teacher 
of Secondary 
School 

中
等
学
校
教
頭 

Wartime 
  position 

戦
時
中
の
職 

Takahasi 
itiro 

高
橋
一
郎 

Name 氏

名

Retirement 

退
職 

Note 
備

考
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八 

教
職
適
格
審
査
に
つ
い
て
（
教
育
部
長
通
知
） 

昭
和
二
十
二
年
七
月
二
十
五
日 

 

教
育
部
長 

中

等

学

校

長
 

私
立
青
年
学
校
長 

殿

各

種

学

校

長

教
職
適
格
審
査
に
つ
い
て 

今
般
軍
政
部
と
打
合
の
結
果
左
の
通
り
決
定
し
た
か
ら
貴
校
全
職
員
に
周
知
徹
底
方
御
取
計
□

□
願
い
た
い
。 記

一
、
各
学
校
毎
に
全
職
員
一
覧
名
簿
を
次
の
形
式
で
作
成
の
上
職
員
室
等
の
適
当
な
個
所
に
貼 

 
 

布
し
置
き
転
任
新
任
者
の
あ
る
場
合
に
遅
滞
な
く
加
除
訂
正
し
常
に
現
在
数
と
一
致
さ
せ 

 
 

置
く
こ
と
。 

（
不
適
格
者
名
簿
は
別
紙
と
し
退
職
後
も
抹
消
し
な
い
） 

二
、
本
年
五
月
以
降
適
格
と
判
定
さ
れ
た
者
に
対
し
各
人
に
左
の
形
式
に
よ
る
も
の
を
交
付 

 
 

す
る
か
ら
常
に
各
人
に
所
持
せ
し
め
置
く
こ
と
。 

 

（
適
格
確
認
書
は
他
府
県
に
転
任
等
必
要
の
場
合
本
人
の
申
請
に
よ
り
知
事
よ
り
交
付 

 

す
る
が
県
内
に
於
て
は
特
別
の
場
合
以
外
必
要
と
し
な
い
） 

注 

神
奈
川
県
立
公
文
書
館
所
蔵
の
簿
冊
「
聯
合
軍
関
係
書
類 

藤
沢
市
立
藤
沢
高
等
女
学
校
」
に

収
録
さ
れ
て
い
る
〈
集
成
〉。 

 適 格 者 名 簿 

学 校 名 

氏 名 職 名 判定月日 番 号 備 考 

扱
者 

印

 
 
 

 

学
校
名 

職
名 

氏
名 

一
、
判
定
月
日 

一
、
適
格
判
定
番
号 

神
奈
川
県
教
員
適
格
審
査
委
員
会 
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第

二

節

教

育

会

一

大
日
本
教
育
会
神
奈
川
県
支
部
分
会
規
程 

大
日
本
教
育
会
神
奈
川
県
支
部
分
会
規
程 

第
一
条 

分
会
二
左
ノ
役
職
員
ヲ
置
ク 

一
．
分
会
長 

 

一
名 

二
．
副
分
会
長 
二
名 

三
．
協
議
員 

若
干
名 

四
．
書
記 

 

若
干
名 

第
二
条 

分
会
長
及
び
副
分
会
長
ハ
分
会
ニ
於
テ
之
ヲ
選
挙
ス 

分
会
長
ハ
分
会
ノ
事
務
ヲ
統
理
シ
会
議
ノ
議
長
ト
ナ
ル 

副
分
会
長
ハ
分
会
長
ヲ
補
佐
シ
分
会
長
事
故
ア
ル
ト
キ
ハ
其
ノ
指
名
ニ
依
リ
之
ヲ
代

理
ス 

第
三
条 

協
議
員
ハ
分
会
員
中
ヨ
リ
之
ヲ
選
出
ス 

協
議
員
ハ
協
議
員
会
ヲ
組
織
シ
分
会
長
及
副
分
会
長
並
ニ
分
会
代
表
ノ
支
部
協
議
員

ヲ
選
挙
ス 

第
四
条 

書
記
ハ
分
会
長
之
ヲ
命
免
シ
分
会
ノ
事
務
ニ
従
事
ス 

第
五
条 

班
ニ
関
ス
ル
規
程
ハ
分
会
長
別
ニ
之
ヲ
定
メ
支
部
長
ニ
報
告
ス
ル
モ
ノ
ト
ス 

第
六
条 

役
員
ノ
任
期
ハ
総
テ
四
年
ト
ス
但
シ
重
任
ヲ
妨
ゲ
ズ 

補
欠
役
員
ノ
任
期
ハ
前
任
者
ノ
残
任
期
間
ト
ス 

役
員
ハ
其
ノ
任
期
満
了
ノ
ト
キ
ト
雖
モ
後
任
者
就
任
ス
ル
マ
テ
ハ
其
ノ
職
務
ヲ
行
フ 

第
七
条 

分
会
経
費
ハ
交
附
金
補
助
金
寄
附
金
財
産
ヨ
リ
生
ス
ル
繰
入
金
其
ノ
他
ノ
収
入
ヲ
以

テ
之
ヲ
支
弁
ス 

第
八
条 

分
会
ノ
予
算
決
算
其
ノ
他
重
要
ナ
ル
事
項
ハ
分
会
長
ヨ
リ
之
ヲ
支
部
長
ニ
報
告
ス
ル

モ
ノ
ト
ス 

第
九
条

分
会
ノ
会
計
年
度
ハ
毎
年
四
月
一
日
ニ
始
リ
翌
年
三
月
三
十
一
日
ニ
終
ル

第
十
条 

本
規
程
ニ
定
メ
ル
モ
ノ
ノ
外
必
要
ナ
ル
事
項
ハ
分
会
長
ニ
於
テ
之
ヲ
定
メ
支
部
長
ノ

承
認
ヲ
受
ク
ル
コ
ト
ヲ
要
ス 

大
日
本
教
育
会
定
款
第
三
条

 
 

本
会
ハ
全
国
ノ
教
育
者
及
教
育
ニ
理
解
ア
ル
者
一
体
ト
ナ
リ
教
育
ニ
関
ス
ル
勅
語
ノ
聖
旨

ヲ
奉
体
シ
テ
教
育
ノ
改
善
進
歩
ヲ
図
リ
文
化
ノ
向
上
発
達
ニ
貢
献
ス
ル
ヲ
以
テ
目
的
ト

ス注

松
田
町
立
松
田
小
学
校
所
蔵
の
簿
冊
「
昭
和
18

～

昭
23

～
40 

 

教
育
会
／
小
学
校
教

育
研
究
会 

綴

松
田
町
立
松
田
小
学
校
」（「
／
」
は
改
行
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。 
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二 

神
奈
川
県
教
育
会
会
則 

神
奈
川
県
教
育
会
会
則 

第
一
章 

 

総

則

第

一

条

本
会
は
広
く
本
県
教
育
の
振
興
向
上
に
寄
与
し
兼
ね
て
教
育
団
体
相
互
の
連
絡
提

携
を
図
り
以
て
教
育
実
務
の
外
郭
団
体
と
し
て
の
使
命
を
達
成
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る 

第

二

条

本
会
は
神
奈
川
県
教
育
会
と
称
へ
る 

第

三

条

本
会
は
事
務
所
を
横
浜
市
西
区
紅
葉
ヶ
丘
五
十
三
番
地
に
置
く 

第

四

条

本
会
は
其
目
的
を
達
成
す
る
為
左
の
事
業
を
行
ふ 

一 

教
育
に
関
す
る
制
度
行
政
財
政
其
他
各
種
教
育
の
刷
新
改
善
に
つ
い
て
の
研

究
調
査 

ニ

教
育
者
の
社
会
的
地
位
の
向
上
並
に
各
種
学
生
施
設 

三

教
育
に
関
す
る
輿
論
喚
起
の
施
設 

四

校
外
教
護
に
関
す
る
施
設
の
助
成 

五

社
会
教
育
の
普
及
助
成 

六

講
習
会
講
演
会
展
覧
会
其
の
他
諸
会
合
の
開
設 

七

教
育
諸
団
体
と
の
聯
絡
及
其
事
業
の
助
成 

八

教
育
に
関
す
る
図
書
雑
誌
新
聞
等
の
発
行
並
に
紹
介
斡
旋 

九

教
育
功
労
者
の
表
彰 

一
〇 

教
育
必
需
品
の
配
給
斡
旋
並
に
製
作
助
成 

一
一 

其
他
必
要
と
認
め
た
事
項 

第
二
章 

組
織
及
び
会
員 

第

五

条

本
会
は
左
記
各
項
に
該
当
す
る
も
の
を
以
て
組
織
す
る 

一

各
郡
市
教
育
会 

ニ

専
門
学
校
公
私
立
中
等
学
校
各
種
学
校
幼
稚
園
其
他
（
郡
市
教
育
会
に
属
せ

ざ
る
も
の
）

三

本
会
の
趣
旨
を
賛
同
す
る
学
校
後
援
会
父
兄
会
母
姉
会
其
他
教
育
団
体

四

本
会
の
趣
旨
を
賛
同
せ
る
教
育
理
解
者 

五 

本
会
に
於
て
推
挙
せ
る
識
者
並
に
教
育
功
労
者 

第

六

条

本
会
々
員
を
別
っ
て
左
の
三
種
と
す
る 

団
体
会
員 

前
条
第
一
項
第
二
項
第
三
項
に
該
当
す
る
も
の 

特
別
会
員 

前
条
第
四
項
に
該
当
す
る
も
の 

名
誉
会
員 

前
条
第
五
項
に
該
当
す
る
も
の 

第
三
章 

協

議

員

第

七

条

本
会
々
員
を
代
表
し
会
務
を
議
決
す
る
為
協
議
員
を
置
く 

第

八

条

 

協
議
員
は
加
盟
団
体
よ
り
選
出
す
る
も
の
及
び
会
長
の
特
に
選
任
し
た
る
も
の
と

し
其
任
期
は
二
ヶ
年
と
す
る 

第

九

条

協
議
員
の
互
選
に
依
る
も
の
ゝ
数
は
各
郡
市
教
育
会
及
び
専
門
部
会
の
所
属
会
員

三
百
名
未
満
に
一
名
三
百
名
以
上
三
百
名
を
増
す
毎
に
一
名
を
加
へ
る 

但
し
一
団
体
十
名
を
超
ゆ
る
こ
と
が
出
来
な
い 

会
長
の
選
任
す
る
協
議
員
の
数
は
前
項
の
数
の
三
分
の
一
以
内
と
す
る 

第
四
章 

役

員

第

十

条

本
会
に
左
の
役
員
を
置
く 

会
長 

副
会
長
二
名 

参
与
若
干
名 

理
事
若
干
名 

第
十
一
条 

会
長
副
会
長
は
協
議
員
会
に
於
て
選
挙
す
る 

参
与
は
会
長
の
委
嘱
と
す
る 

理
事
は
協
議
員
の
互
選
に
よ
り
会
長
こ
れ
を
依
嘱
す
る 

第
十
二
条 

会
長
は
本
会
を
代
表
し
会
務
を
総
理
す
る 

副
会
長
は
会
長
を
補
佐
し
会
長
事
故
有
る
と
き
は
此
を
代
理
す
る 

参
与
は
重
要
な
る
□
□
に
各
□
す
る 

理
事
は
会
長
の
命
を
受
け
諸
般
の
会
務
に
従
事
す
る 

第
十
三
条 

本
会
に
総
裁
及
び
顧
問
を
置
く
こ
と
が
出
来
る 

第
十
四
条 

役
員
の
任
期
は
す
べ
て
二
ヶ
年
と
す
る 

但
し
補
欠
に
依
り
選
任
せ
ら
れ
た
る
も
の
ゝ
任
期
は
前
任
者
□
□
□
期
間
と
す
る 

公
職
に
あ
る
も
の
転
退
職
し
た
る
場
合
は
当
然
退
任
と
す
る 

第
十
五
条 

本
会
の
役
員
は
す
べ
て
名
誉
職
と
す
る 

第
五
章 

会

議

第
十
六
条 
本
会
の
集
会
は
左
の
通
り
と
し
会
長
之
を
召
集
す
る

協
議
員
会 

 

理
事
会 

 

総
会 

第
十
七
条 

協
議
員
会
は
毎
年
一
回
開
会
し
左
の
事
項
を
附
議
す
る 
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但
し
会
長
に
於
て
必
要
と
認
め
た
時
は
随
時
こ
れ
を
召
集
す
る
こ
と
が
出
来
る 

一
、
予
算
の
議
決
及
決
算
の
承
認 

 

二
、
会
長
副
会
長
の
選
挙 

三
、
名
誉
会
員
の
推
薦 

 

四
、
会
則
の
改
正 

五
、
□
□
の
諮
問
に
対
す
る
答
申
又
は
建
議 

六
、
其
他
会
長
の
特
に
必
要
と
認
め
た
事
項 

第
十
八
条 

理
事
会
は
協
議
員
会
よ
り
委
任
せ
ら
れ
た
事
項
を
審
議
す
る 

第
十
九
条 

総
会
は
必
要
に
応
じ
開
催
す
る
但
し
事
項
に
よ
り
地
区
別
に
開
催
す
る
こ
と
が
出

来
る 第

六
章 

事
務
局
及
び
専
門
部
会 

第
二
十
条 

本
会
の
事
務
を
処
理
す
る
為
事
務
局
を
設
け
左
の
職
員
を
置
く 

事
務
局
長 

事
務
局
部
長
三
名 
主
事
及
書
記
若
干
名 

第
二
十
一
条 

事
務
局
長
は
会
長
の
命
を
受
け
事
務
を
掌
理
す
る 

事
務
局
部
長
は
総
務
部
長

教
学
部
長

厚
生
部
長
と
し
事
務
を
分
掌
す
る

主
事
及
び
書
記
は
事
務
に
従
事
す
る 

第
二
十
二
条 

厚
生
部
は
地
方
の
情
況
に
依
り
地
方
取
扱
所
を
置
く
こ
と
が
出
来
る 

第
二
十
三
条 

職
員
は
す
べ
て
有
給
と
す
る 

第
二
十
四
条 

本
会
は
第
五
条
第
二
項
の
団
体
種
別
に
よ
り
専
門
部
会
〔
以
下
判
読
不
能
〕 

専
門
部
会
の
規
定
は
別
に
之
を
定
め
る 

第
七
章 

会

計

第
二
十
五
条 

本
会
の
経
費
は
負
担
金 

補
助
金 

寄
附
金 

事
業
収
入
及
其
他
の
収
入
を
以

て
支
弁
す
る 

第
二
十
六
条 

負
担
金
は
左
の
通
り
定
め
る 

団
体
会
員
第
六
条
第
一
項
第
二
項
の
団
体
は
所
属
会
員
一
人
に
付
月
額
五
拾
銭

の
割
合
で
負
担
す
る 

第
六
条
第
二
項
の
団
体
は
年
額
一
口
拾
円
と
し
三
口
以
上
を
負
担
す
る 

特
別
会
員
第
六
条
第
二
項
に
該
当
す
る
会
員
は
年
額
一
口
参
拾
円
と
し
一
口
以

上
を
負
担
す
る
こ
と
又
は
一
時
金
五
百
円
以
上
の
寄
附
を
す
る
こ
と 

第
二
十
七
条 

本
会
の
収
支
予
算
及
収
支
決
算
は
協
議
員
会
の
議
決
承
認
を
要
す
る

第
二
十
八
条

本
会
の
会
計
年
度
は
毎
年
四
月
一
日
に
始
ま
り
翌
年
三
月
三
十
一
日
に
終
る

附

則

第
二
十
九
条 

本
会
則
を
施
行
す
る
に
必
要
な
る
細
則
及
び
本
会
則
に
規
定
な
き
事
項
は
理
事

会
に
於
て
之
を
定
め
る 

第

三

十

条

本
会
則
の
改
正
は
協
議
員
会
に
於
て
出
席
者
の
三
分
の
二
以
上
の
同
意
を
要

す
る 

第
三
十
一
条 

本
会
則
は
昭
和
二
十
一
年
十
一
月
一
日
よ
り
施
行
す
る 

注 

神
奈
川
県
高
等
学
校
教
職
員
組
合
所
蔵
の
簿
冊
「
昭
和
二
十
一
年
度 

公
文
書
綴 

津
久
井
高

等
女
学
校
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。 
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三

大
日
本
教
育
会
神
奈
川
県
支
部
足
柄
上
郡
分
会
役
員
表 

大
日
本
教
育
会
神
奈
川
県
支
部
足
柄
上
郡
分
会
役
員
表 

一
、
分
会
長 

 

露
木
廣
吉
（
川
村
） 

一
、
副
分
会
長 

古
瀨
耕
三
（
南
足
柄
） 

杉
山
茂
（
松
田
） 

一
、
常
任
参
与 
市
川
壽
吉
（
中
村
） 

芹
澤
義
三
（
開
成
） 

細
田
敬
三
（
山
田
） 

太
田
海
三
（
曽
我
） 

奥
津
重
輝
（
福
沢
） 

内
海
又
一
（
興
亜
青
） 

中
野
靖
作
（
新
興
青
） 

総
務
部
…
常
任
参
与

会
計 

古
瀨 

部
長 

 

副
部
長 

 

理
事 

調

査

研

究

部

芹
澤 

 

安
藤
長 

北
足
柄
校
長 

草
柳
茂 

青

年

学

校

部

中
野 

 
内
海 

 

大
館 

 
 

関
水 

髙
橋 

国

民

学

校

部

杉
山
茂 
奥
津
重 

村
上 

 
 

齊
藤 

星
野 

―
事
業
部 

 

修 
 

養 
 

部 

市
川 

 

太
田 

 
本
多 

 
 

井
上 

安
藤
庫 

厚

生

部 

細
田 
相
原 

二
宮
先
生
研
究
部 

古
屋 

杉
山
倩 
奥
津
督 

鈴
木 

参
与
会
…
郡
内
各
国
民
学
校
長 

各
青
年
学
校
長 

備
考 

１
．
神
奈
川
県
友
松
会
足
柄
上
郡
役
員 

細
田
敬
三
（
山
田
） 

相
原
三
四
作
（
赤
田
） 

２
．
神
奈
川
県
尊
徳
会
足
柄
上
郡
支
部
役
員 

支

部

長

川
口
朝
光
（
足
柄
上
地
方
事
務
所
長
） 

 
 

副
支
部
長 

北
村
総
務
課
長 

牧
野
金
田
村
長 

露
木
廣
吉
（
川
村
） 

理

事

岡
部
櫻
井
村
長 

古
屋
安
定
（
櫻
井
）
古
瀨
耕
三
（
南
足
柄
） 

杉
山
茂
（
松
田
） 

芹
沢
義
三
（
開
成
） 

指
導
並
事
務 

相
原
学
務
課
長 

田
中
俊
郎 

総
務
課
員 

注

松
田
町
立
松
田
小
学
校
所
蔵
の
簿
冊
「
昭
和
18

～

昭
23

～
40

教
育
会
／
小
学
校
教

育
研
究
会

綴

松
田
町
立
松
田
小
学
校
」（「
／
」
は
改
行
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。 



第２章 教職員 

- 95 -

四

神
奈
川
県
教
育
会
の
解
散 

（
一
）
神
奈
川
県
教
育
会
の
声
明

 

日
本
教
育
会
お
よ
び
そ
の
組
織
団
体
た
る
神
奈
川
県
教
育
会
の
存
否
問
題
に
つ
い
て
は
年
来

我
々
教
職
員
の
意
見
区
々
に
し
て
纏
り
な
く
或
は
不
要
論
を
唱
へ
解
散
を
叫
び
或
は
存
続
と
改

組
を
支
持
す
る
な
ど
全
く
帰
趨
に
迷
ふ
混
沌
た
る
情
況
下
に
お
か
れ
て
居
た
の
で
あ
つ
た 

依
つ
て
本
会
は
是
に
対
応
す
る
最
善
策
を
見
出
す
べ
く
屡
次
に
亙
り
各
郡
市
並
専
門
部
会

代
表
を
以
て
組
織
せ
ら
れ
る
本
会
審
議
機
関
た
る
協
議
員
会
を
開
き
□
重
議
を
練
つ
た
の
で
あ

る
が
甲
論
乙
駁
結
論
を
生
む
に
至
ら
ず
荏
苒
日
を
曠
う
し
た
の
で
あ
る 

然
る
に
四
囲
の
情
勢

は
最
早
現
状
の
ま
ゝ
放
置
す
る
を
許
さ
ず 

茲
に
於
て
九
月
五
日
海
老
名
校
に
於
て
最
後
の
協

議
員
会
を
開
き
左
の
二
項
を
決
議
し
之
を
声
明
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

一
、
本
会
は
爾
後
会
の
機
能
を
一
切
停
止
す
る 

但
し
厚
生
部
に
限
り
直
に
之
を
停
止
す
る
事
が
出
来
な
い
事
情
に
あ
る
の
で
暫
く
之
を
継
続

す
る 

二
、
処
理
委
員
を
挙
げ
残
務
を
明
年
三
月
ま
で
に
整
理
す
る 

 

此
の
措
置
は
中
央
の
動
静
を
洞
察
し
各
支
部
の
実
情
を
総
合
し
熟
議
の
上
採
ら
れ
た
も
の
で

あ
つ
て
本
会
の
世
論
に
応
え
民
意
を
尊
重
す
る
所
以
の
道
で
あ
る 
顧
み
て
幾
多
の
感
慨
は
あ

る 

然
し
自
棄
に
あ
ら
ず
憶
病
に
あ
ら
ず 

本
県
独
自
の
立
場
に
於
て
果
敢
な
決
断
を
下
し
た

の
で
あ
る 

念
願
す
る
所
は
啻
一
つ
に
県
下
教
職
員
の
職
能
の
向
上
と
教
育
の
振
興
で
あ
つ
て

其
の
進
路
に
横
た
は
る
障
害
を
出
来
得
る
限
り
除
去
し
て
局
面
の
展
開
を
期
し
た
の
で
あ
る

将
来
の
動
向
に
就
て
は
会
員
大
衆
の
総
意
に
依
つ
て
自
主
的
に
決
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る 

 

文
化
国
家
建
設
途
上
に
精
進
せ
ら
る
ゝ
会
員
諸
君
這
般
の
消
息
を
諒
と
せ
ら
れ
折
角
の
自
愛

を
請
ふ 

 
 

昭
和
二
十
二
年
九
月
十
七
日 

注 

福
岡
明
允
氏
所
蔵
の
簿
冊
「
昭
和
二
十
二
年
／
仝
二
十
三
年
度 

新
制
中
学
校
の
教
育 

茅
ヶ

崎
市
立
第
二
中
学
校
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
寒
川
文
書
館
で
写
真
版
を
閲
覧
。 

（
二
）
新
聞
報
道

縣
敎
育
會
を
解
散 

き
の
う
聲
明
書
を
發
表 

『
神
奈
川
新
聞
』
一
九
四
七
年
九
月
一
八
日
。 

（
著
作
権
上
の
都
合
に
よ
り
省
略
し
ま
す
） 
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五

横
浜
市
教
職
員
組
合
へ
の
引
継
書 

引

継

書

一
、
不
動
産 

１
．
土
地
・
建
物
（
図
面
・
目
録
の
通
り
） 

２
．
諸
設
備
（
電
話
・
水
道
・
電
灯
・
瓦
斯
等
図
面
の
通
り
） 

３
．
器
具
・
什
器
そ
の
他
の
備
品
（
目
録
の
通
り
） 

４
．
事
務
用
品
そ
の
他
の
雑
品 

二
、
動
産 

１
．
現
金 

２
．
銀
行
預
金
（
封
鎖
） 

四
千
五
百
円
也 

３
．
公
債 

壱
万
七
百
円
也 

三
、
記
録
・
諸
帳
簿 

１
．
沿
革
に
関
す
る
記
録
（
明
細
書
の
通
り
） 

２
．
事
業
に
関
す
る
帳
簿
（
明
細
書
の
通
り
） 

３
．
会
計
に
関
す
る
帳
簿
（
明
細
書
の
通
り
） 

以

上

右
引
継
ぎ
い
た
し
ま
す 

横
浜
市
教
育
会
長
代
理 

 
 

昭
和
二
十
二
年
十
月 

 

日

清

算

人

代
表 齋

藤

元

近

右
引
受
け
い
た
し
ま
す 

横
浜
市
教
職
員
組
合
長 

 
 

昭
和
二
十
二
年
十
月 
 

日

牛

窪

全

淨

注

横
浜
市
史
資
料
室
所
蔵
の
簿
冊
「
岡
野
一
年
目
」（
長
谷
川
雷
助
旧
蔵
資
料
）
に
収
録
さ
れ
て
い

る
。
手
書
き
の
書
き
込
み
が
多
数
あ
り
、
ま
た
齋
藤
・
牛
窪
の
肩
書
き
の
一
部
に
消
去
の
線
が
引

か
れ
て
い
る
。
押
印
も
な
い
の
で
、
成
文
途
上
の
段
階
の
文
書
と
推
測
さ
れ
る
。 
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第

三

節

教
職
員
組
合

一

神
奈
川
県
教
員
組
合
規
約 

神
奈
川
県
教
員
組
合
規
約 

第
一
条 

 

本
組
合
ハ
神
奈
川
県
教
員
組
合
ト
称
シ
各
郡
市
ニ
支
部
ヲ
置
ク 

第
二
条 

 

本
組
合
ノ
事
務
所
ヲ
横
浜
市
西
区
紅
葉
ヶ
丘
五
十
二
番
地
横
浜
市
教
育
会
館
内
ニ

置
ク 

第
三
条 

 

本
組
合
ハ
組
合
員
ノ
強
固
ナ
ル
団
結
ニ
依
リ
活
発
ナ
ル
教
育
活
動
ヲ
展
開
シ
教
権

ノ
確
立
生
活
ノ
擁
護
文
化
ノ
向
上
ヲ
図
リ
以
テ
新
日
本
建
設
ヲ
期
ス 

第
四
条 

 

前
条
ノ
目
的
ヲ
達
ス
ル
為
ノ
左
ノ
事
業
部
ヲ
置
ク 

一 

総
務
部 

 

二 

研
究
調
査
部 

 

三 

文
化
部 

 

四 

厚
生
部 

第
五
条 

 

本
組
合
ハ
県
内
ニ
於
ケ
ル
教
育
関
係
者
ヲ
以
テ
組
織
ス 

第
六
条 

 

本
組
合
ニ
左
ノ
役
員
ヲ
置
ク 

組
合
長
一
名 

副
組
合
長
三
名 

常
任
理
事
若
干
名 

理
事
四
十
四
名 

支
部
長
二
十
四
名
（
横
浜
市
各
区
代
表
者
モ
支
部
長
ト
見
ナ
ス
） 

第
七
条 

 

組
合
長
及
副
組
合
長
ハ
総
会
ニ
於
テ
之
ヲ
選
挙
ス 
理
事
ハ
左
記
標
準
ニ
依
リ
各

支
部
ニ
於
テ
選
挙
ス 

但
シ
内
一
名
ハ
支
部
長
ヲ
以
テ
之
ニ
充
ツ 

横
浜
市 

十
三
名 

横
須
賀
市 

四
名 

川
崎
市 

四
名 
鎌
倉
市 

一
名 

藤
沢
市 

二
名 

小
田
原
市 

二
名 

平
塚
市 

二
名 

三
浦
郡 
一
名 

鎌
倉
郡 

一
名 

高
座
郡 

三
名 

中
郡 

三
名 

足
柄
上
郡 

二
名 

足
柄
下
郡 

二
名 

愛
甲
郡 

二
名 

津
久
井
郡 

二
名 

常
任
理
事
ハ
理
事
会
ニ
於
テ
之
ヲ
選
挙
ス 

支
部
長
ハ
各
支
部
ニ
於
テ
之
ヲ
選
挙

ス

第
八
条 

 

役
員
ノ
任
期
ハ
二
ヶ
年
ト
シ
欠
員
ヲ
補
充
シ
タ
ル
場
合
ハ
前
任
者
ノ
残
任
期
間
ト

ス

第
九
条 

 

本
組
合
ニ
左
ノ
職
員
ヲ
置
キ
組
合
長
之
ヲ
任
免
ス

主
事

一
名

書
記 

若
干
名 

第
十
条 
 

総
会
ハ
年
一
回
之
ヲ
開
ク 

必
要
ト
認
メ
タ
ル
場
合
ハ
臨
時
総
会
ヲ
開
ク
コ
ト
ヲ

得役
員
会
ハ
組
合
長
之
ヲ
召
集
ス 

第
十
一
条 

組
合
員
ハ
組
合
費
ト
シ
テ
毎
月
俸
給
ノ
二
百
分
ノ
一
ヲ
納
入
ス
ル
モ
ノ
ト
ス 

但

シ
俸
給
ノ
定
メ
ナ
キ
者
ハ
年
額
拾
円
ヲ
納
入
ス
ル
モ
ノ
ト
ス 

第
十
二
条 

本
組
合
規
約
ノ
変
更
ハ
総
会
ノ
決
議
ニ
依
ル
モ
ノ
ト
ス 

第
十
三
条 

本
組
合
ノ
運
営
上
必
要
ナ
ル
細
則
ハ
理
事
会
ニ
於
テ
之
ヲ
定
ム 

附

則

一

本
規
約
ハ
昭
和
二
十
一
年
一
月
十
二
日
ヨ
リ
実
施
ス 

注 

神
奈
川
県
教
職
員
組
合
所
蔵
の
簿
冊
「
県
市
教
員
組
合
綴 

戸
部 

長
谷
川
」
に
収
録
さ
れ
て
い

る
。 
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二

横
浜
市
教
員
組
合
規
約 

横
浜
市
教
員
組
合
規
約 

第
一
章 

 

総
則 

第
一
条

本
組
合
ハ
横
浜
市
教
員
組
合
ト
称
ス 

第
二
条

本
組
合
ハ
事
務
所
ヲ
横
浜
市
西
区
紅
葉
ヶ
丘
五
十
三
番
地
横
浜
市
教
育
会
館
内

ニ
置
ク 

第
三
条

本
組
合
ハ
新
日
本
建
設
ノ
基
盤
タ
ル
教
育
ノ
重
要
性
ヲ
確
認
シ
一
致
団
結
大
ニ

師
道
ヲ
昂
揚
シ
教
権
ノ
確
立
、
生
活
ノ
擁
護
ヲ
図
ル
ヲ
以
テ
目
的
ト
ス 

 

第
二
章 

 
事
業
並
組
合
員 

第
四
条

本
組
合
ハ
前
条
ノ
目
的
ヲ
達
成
ス
ル
為
左
ノ
事
業
部
ヲ
置
ク 

一
、
総
務
部 

 
 

二
、
研
究
部 

 
 

三
、
福
利
部 

第
五
条

本
組
合
ハ
横
浜
市
現
職
教
員
ヲ
以
テ
組
合
員
ト
ス 

第
六
条

本
組
合
員
ハ
組
合
費
ト
シ
テ
年
額
六
円
ヲ
負
担
ス
ル
モ
ノ
ト
ス 

 

第
三
章 

 

役
員
及
職
員 

第
七
条

本
組
合
ニ
左
ノ
役
員
ヲ
置
ク 

一
、
組
合
長 

一
名 

 

二
、
副
組
合
長 

二
名 

 

三
、
理
事 

若
干
名 

四
、
監 

事 

二
名 

 

五
、
協
議
員 

若
干
名 

第
八
条

組
合
長
、
副
組
合
長
ハ
総
会
ニ
於
テ
組
合
員
中
ヨ
リ
選
挙
ス 

理
事
ハ
支
部
長
ヲ
以
テ
之
ニ
充
ツ 

 

監
事
ハ
協
議
員
会
ニ
於
テ
之
ヲ
選
挙
ス 

協
議
員
ハ
各
支
部
長
並
ニ
各
支
部
評
議
員
中
ヨ
リ
各
校
三
名
［
各
校
男
女
各
一

名
］
宛
ヲ
選
出
ス
ル
モ
ノ
ト
ス 

第
九
条

役
員
ノ
任
期
ハ
二
ヶ
年
ト
ス
但
シ
役
員
ニ
欠
員
ヲ
生
ジ
タ
ル
ト
キ
ハ
前
条
ノ
規

約
ニ
基
キ
之
ヲ
補
充
シ
其
ノ
任
期
ハ
前
任
者
ノ
残
任
期
間
ト
ス 

第
十
条

役
員
ノ
職
務
ヲ
定
ム
ル
コ
ト
左
ノ
如
シ 

一
、
組
合
長
ハ
本
組
合
ヲ
代
表
シ
組
合
ノ
事
務
ヲ
総
理
シ
兼
テ
会
議
ノ
議
長
ト

ナ
ル

二
、
副
組
合
長
ハ
組
合
長
ノ
職
務
ヲ
補
佐
シ
其
ノ
事
故
ア
ル
ト
キ
ハ
之
ヲ
代
理

ス

三
、
理
事
ハ
理
事
会
ヲ
組
織
シ
予
算
ノ
追
加
、
更
正
其
ノ
他
総
会
又
ハ
協
議
員
会

ノ
附
議
事
項
ニ
属
セ
ザ
ル
事
項
ヲ
議
決
シ
本
組
合
ニ
関
ス
ル
重
要
事
項
ノ

執
行
ニ
当
ル 

四
、
監
事
ハ
会
計
ノ
監
査
ニ
任
ス 

五
、
協
議
員
ハ
協
議
員
会
ヲ
組
織
シ
左
ノ
事
項
ヲ
議
決
ス 

イ
、
役
員
ノ
選
挙 

 

ロ
、
予
算
（
追
加
、
更
正
予
算
ヲ
除
ク
）
ノ
議
決
及

決
算
ノ
承
認 

 

ハ
、
総
会
ニ
提
出
ス
ベ
キ
各
種
議
案
ノ
審
議 

 
 

ニ
、
其
ノ
他
重
要
ナ
ル
組
合
ノ
事
務 

第
十
一
条 

 

本
組
合
ニ
左
ノ
職
員
ヲ
置
キ
組
合
長
之
ヲ
任
免
ス 

一
、
主
事 

一
名 

 

二
、
書
記 

若
干
名 

 

第
四
章 

総
会
及
役
員
会 

第
十
二
条 

 

総
会
ヲ
分
チ
テ
通
常
総
会
、
臨
時
総
会
ノ
二
種
ト
ス 

第
十
三
条 

 

通
常
総
会
ハ
毎
年
五
月
之
ヲ
開
キ
左
ノ
事
項
ヲ
挙
行
ス 

一
、
会
計
及
事
務
ノ
報
告 

 

二
、
役
員
ノ
選
挙 

 

三
、
其
ノ
他 

第
十
四
条 

 

臨
時
総
会
ハ
必
要
ニ
応
ジ
之
ヲ
開
会
ス 

第
十
五
条 

 

役
員
会
ハ
必
要
ニ
応
ジ
組
合
長
之
ヲ
召
集
ス 

 

第
五
章 

 

会

計

第
十
六
条 

 

本
組
合
ノ
経
費
ハ
組
合
費
、
寄
附
金
其
他
ノ
収
入
ヲ
以
テ
之
ニ
充
ツ 

第
十
七
条 

 

本
組
合
ノ
会
計
年
度
ハ
毎
年
四
月
一
日
ニ
始
リ
翌
年
三
月
三
十
一
日
ニ
終
ル 

 

第
六
章 

 

支

部

第
十
八
条 

 

本
組
合
ハ
各
区
ニ
支
部
ヲ
置
ク 

第
十
九
条 

 

本
組
合
支
部
ノ
事
務
所
ハ
支
部
長
在
職
校
ト
ス 

第
二
十
条 

 

支
部
ニ
左
ノ
役
員
ヲ
置
ク 

一
、
支
部
長 

一
名 

 

二
、
副
支
部
長 

一
名 

 

三
、
評
議
員 

若
干
名 

第
二
十
一
条 

支
部
長
、
副
支
部
長
ハ
評
議
員
中
ヨ
リ
選
挙
ス
、
評
議
員
ハ
各
学
校
毎
ニ
五
名
以

内
［
男
女
各
二
名
］
ヲ
選
挙
ス 

第
二
十
二
条

支
部
ノ
規
約
ハ
別
ニ
之
ヲ
定
ム 

附

則

第
二
十
三
条 
本
組
合
ノ
規
約
ヲ
施
行
ス
ル
ニ
必
要
ナ
ル
細
則
ハ
理
事
会
ノ
決
議
ヲ
経
テ
組
合

長
之
ヲ
定
ム 

第
二
十
四
条

本
規
約
ハ
総
会
ニ
於
テ
出
席
員
四
分
ノ
三
以
上
ノ
多
数
決
ヲ
以
テ
変
更
ス
ル
コ
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ト
ヲ
得 

第
二
十
五
条 

本
規
約
ハ
昭
和
二
十
一
年 

 

月 
 

日
ヨ
リ
実
施
ス 

第
二
十
六
条 

本
組
合
ハ
神
奈
川
県
教
員
組
合
支
部
ト
シ
テ
加
入
ス
ル
モ
ノ
ト
ス 

注 

神
奈
川
県
教
職
員
組
合
所
蔵
の
簿
冊
「
県
市
教
員
組
合
綴 

戸
部 

長
谷
川
」
に
収
録
さ
れ
て
い

る
。 
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三

一
九
四
六
年
対
政
府
六
〇
〇
円
闘
争
・
対
県
闘
争
関
係
資
料 

（
一
）「
闘
争
ニ
ュ
ー
ス
」
第
一
報

 
 

闘
争
ニ
ュ
ー
ス 

 

第
一
報 

一
、
県
知
事
に
対
す
る
要
求 

斗
争
委
員
三
十
五
名
は
午
前
十
時
内
山
知
事
に
面
会 

要
求
書
を
手
交 

足
立
組
合
長
挨
拶 

大
内
委
員
長
よ
り
要
求
の
趣
旨
を 

牛
窪
副
委
員
長
よ
り
要
求
書
の
内
容
を
具
体
的
に
説
明 

髙
橋
（
女
）
委
員
か
ら
家
庭
の
実
情
を 

中
山
委
員
か
ら
生
活
の
悲
壮
な
実
情
を
述
べ 

 

た知
事
は
熱
心
に
聴
取
し
た
後 

「
組
合
員
諸
君
が
教
育
を
思
ふ
真
情
は
よ
く
判
つ
た
。
私
個
人
と
し
て
は
全
力
を
竭
し

て
希
望
に
副
ふ
様
努
力
す
る
」
と
い
ふ
挨
拶
が
あ
り
、 

組
合
長 

委
員
長
よ
り 

 
 
 

「
単
な
る
同
情
に
止
ま
ら
ず
事
実
の
解
決
に
よ
つ
て
答
へ
ら
れ
た
い
」
と
の
べ 

誠
意
あ

る
言
を
諒
し
て 

十
二
時
会
見
を
終
了
し
た
。 

右
回
答
は 

三
十
日 

午
後
一
時
の
予
定 

二
、
斗
争
委
員
会 

 
 

１
．
経
過
報
告
（
県
及
東
京
本
部
）
及
反
省 

 
 

２
．
今
後
の
方
法 

ａ
． 

県
参
事
会
員
に
対
す
る
運
動 

廿
九
日 

各
委
員
は
分
担
し
て
訪
問
、
要
求
内
容
と
実
情
を
説
明
し
て
協
力
を
要
請

す
る
。 

三
十
日 

参
事
会
当
日
は
委
員
十
一
名 

県
に
出
頭
し
て 

な
る
べ
く
議
員
へ
の
接

触
を
密
に
し
て
貫
徹
を
期
す
る 

ｂ
． 

知
事
回
答
受
領
者
決
定 

正
副
斗
争
委
員
長 

事
務
局
長 

情
報
宣
伝
部
長 

渉
外
部
長

ｃ
． 

父
兄
会
に
つ
い
て 

差
当
り
出
来
る
学
校
だ
け
で
も
会
合
を
行
ひ
、
代
表
者
が
関
係
当
局
に
陳
情
す
る

こ
と 

ｄ
． 

斗
争
委
員
を
比
例
代
表
制
と
す
る
こ
と
（
支
部
長
会
に
了
解
を
求
む
） 

ｅ
． 

斗
争
資
金 

組
合
長
に
必
要
額
を
請
求
し
な
る
べ
く
集
め
て
貰
ふ
こ
と
。 

ｆ
． 

参
事
会
説
明
資
料
の
解
説
（
牛
窪
副
委
員
長
） 

ｇ
． 

横
須
賀
市
教
員
組
合
声
明
発
表 

三
、
部
長
連
絡
会
議 

各
部
業
務
内
容
の
協
議
決
定 

企
画
部 

斗
争
日
程 

方
法
内
容 

指
導
団
結
策 

輿
論
喚
起 

大
会
企
画 

会
議

進
行 

決
議
処
理 

情
報
宣
伝
部 

 

新
聞
情
報
発
表 

一
般
社
会
へ
の
宣
伝 

他
教
組 

父
兄 

友
好
団

体
へ
の
宣
伝
、
情
報
蒐
集 

ポ
ス
タ
ー
情
報
文
の
作
製 

渉
外
部 

 

議
会
政
党
へ
の
交
渉
、
警
察 

司
令
部
へ
の
連
絡 

庶
務
会
計
部 

 

記
録 

文
書
の
整
理
保
管 

印
刷
、
用
度
の
調
達
受
授 

連
絡
部 

 

組
合
内
へ
の
情
報
連
絡 

調
査
宣
伝
へ
の
協
力 

以
上
の
通
り
決
定 

運
営
上
の
打
合
せ
を
し
て
午
後
七
時
半
散
会
し
た
。 

二
十
八
日
ま
で
の
陣
中
慰
問 

甘
藷 

五
貫
目 

 

南
区
支
部 

仝

港
北
区
支
部 

仝 
 

一
俵

戸
塚
区
本
郷
国
民
学
校 

仝 
 

二
俵

高
座
郡
支
部 

（
二
）「
闘
争
ニ
ュ
ー
ス
」
第
二
報 

 

斗
争
ニ
ュ
ー
ス 

 

第
二
報 

 
 
 

神
奈
川
県
教
組
斗
争
本
部 

一
、
教
全
聯
本
部 

二
十
七
日 

日
程
１
．
全
教
組
交
渉
対
策
委
員
会
（
前
一
〇 

京
華
本
部
） 

２
．
議
会
交
渉
（
専
問
〔
門
〕
委
員
） 

３
．
文
部
大
臣
と
会
見
（
衆
議
院
控
室
に
て
） 

４
．
全
教
組
交
渉
会
（
后
一 

都
立
工
芸
） 

５
．
中
央
斗
争
委
員
会
（
后
五

京
華
本
部
） 

文
相
談１

．
小
さ
い
数
字
に
こ
だ
わ
ら
ず

政
治
的
に
解
決
す
る
必
要
が
あ
る
。 
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２
．
省
議
を
開
き
教
全
聯
の
要
求
に
そ
ひ
更
に
努
力
す
る
。 

３
．
教
員
の
問
題
は
教
育
の
特
異
性
と
教
育
優
先
の
原
則
に
則
り
切
り
離
し
て

考
へ
る
。 

４
．
七
月
案
の
実
施
は
不
徹
だ 

よ
ろ
し
く
地
方
庁
へ
促
進
を
要
請
せ
よ
。 

５
．
地
方
巡
回
に
よ
り
教
全
聯
の
方
向
に
あ
る
動
き
を
見
て
満
足
し
た
。 

全
教
組
交
渉
会 

結
果
は
不
調 

次
回
は
二
十
九
日 

午
後 

双
方
五
名
の
代
表
（
内
一
名
女

子
）
に
よ
つ
て
京
華
で
開
く 

二
十
八
日 

日
程 

１
．
長
野
政
務
次
官
と
会
見
（
前
八 

文
部
省
） 

２
．
議
会
訪
問
（
議
員
食
堂
） 

３
．
中
斗
委
員
会
（
后
四 

京
華
本
部
） 

次
官
談 

１
．
共
同
斗
争
を
望
ま
な
い 

斗
争
委
員
と
い
ふ
名
を
嫌
ふ 

中
国
の
情
勢
を

懸
念
す 

２
．
六
百
円
要
求
に
つ
い
て
は
絶
対
的
に
努
力
す
る 

 
 

３
．
教
全
聯
の
要
求
に
対
し
て
回
答
し
た
場
合
の
全
教
組
の
出
方
を
憂
慮
す 

 

健
全
な
教
全
聯
の
拡
大
と
強
化
を
望
む 

４
．
次
官
の
腹 

一
項 

二
項 

問
題
な
し 

三
項 

男
女
差
撤
廃
は
地
方
で 

や
る
べ
き
こ
と 

四
項 

五
項 

当
然
で
あ
る 

六
項 

他
の
官
公
吏
を
考
へ
る 

と
急
に
は
い
か
ぬ 

七
項 

大
蔵
省
の
問
題 

八
項

当
然
の
結
果
で
あ
る 

九
項

勤
務
時
間
は
き
め
な
い
方
が
よ
い

国
民
党

数
字
的
資
料
要
求

教
全
聯
の
実
体
を
疑
は
れ
ぬ
や
う
に
せ
よ
（
野
本
・
鈴

木
） 

社
会
党 

党
と
し
て
特
別
委
員
を
設
け
政
府
に
交
渉
す
る
（
及
川
・
髙
津
） 

自
由
党 

与
党
の
立
場
に
於
て
関
係
方
面
と
連
絡
し
議
案
化
す
る
（
大
久
保
・
芦
田) 

 

簡
単
に
通
過
す
る
や
う
な
話
で
あ
つ
た
。 

二
、
県
斗
争
委
員
会
（
二
十
九
日
） 

１
．
調
査
部
委
員
会
（
前
一
〇 

本
部
） 

２
．
県
参
事
会
員
戸
別
訪
問 

３
．
父
兄
大
会
促
進
に
つ
い
て 

横
浜
大
会
発
企
〔
起
〕
人
と
会
見 

知
事
及
参
事
会
へ

側
面
的
陳
情
を
要
請
す 

（
三
）「
闘
争
ニ
ュ
ー
ス
」
第
三
報

斗
争
ニ
ュ
ー
ス 

第
三
報 

十
一
月
三
十
日 

 

神
奈
川
県
教
組
斗
争
本
部 

今
朝
東
京
本
部
よ
り
左
の
来
電
あ
り 

『
成
功
近
し
、
結
束
を
感
謝
す 

教
全
聯
の
実
態
を
天
下
に
明
示
し
て
政
治
的
効
果
を
収
め
る

た
め
、
正
確
な
組
合
員
数 

至
急
知
ら
せ 

あ
と
文 

教
全
聯
』 

知
事
の
回
答 

三
十
日
午
後
一
時 

知
事
不
在 

部
長
代
理
す 

於
部
長
室 

世
の
中
が
非
常
に
混
乱
し
て
ゐ
る
為
教
育
的
環
境
も
今
程
悪
条
件
の
時
は
無
い
と
思
ひ
ま
す 

こ
の
難
局
に
処
し
て
文
化
国
家
再
建
の
礎
を
築
く
為
先
生
方
が
日
々
営
々
と
し
て
教
育
に
努
力

さ
れ
つ
ゝ
あ
る
こ
と
に
対
し
て
衷
心
感
謝
せ
ず
に
は
居
ら
れ
ま
せ
ん

従
つ
て
私
と
し
て
は

そ
の
俸
給
切
替
に
関
し
て
出
来
る
限
り
報
ゆ
る
考
で
居
り
ま
す 

こ
の
意
味
で
十
一
月
二
十
八

日
の
要
求
五
項
目
に
□
□
□
□
□ 

一
．
俸
給
を
一
応
生
活
給
と
し
て
考
へ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
元
か
ら
其
の
趣
旨
で
進
ん
で
居
ま

す

二
．
第
二
項
に
つ
い
て
は
殆
ん
ど
〔
マ
マ
〕
要
求
通
り
に
達
す
る
見
込
で
す 

三
．
第
三
項
は
中
央
と
の
関
係
も
あ
り
更
に
之
は
教
職
員
に
限
ら
れ
た
問
題
だ
け
で
な
い
か
ら

今
後
十
分
の
検
討
を
要
し
ま
す
の
で
即
答
は
し
か
ね
ま
す 

四
．
支
給
に
関
し
て
は
大
方
希
望
に
添
ふ
や
う
努
力
中
で
す 

五
．
新
俸
給
へ
の
切
替
に
当
つ
て
は
従
来
通
り
組
合
側
の
意
向
を
尊
重
し
ま
す

右
の
如
く
御
回
答
致
し
ま
す 

昭
和
二
十
一
年
十
一
月
三
十
日 

斗
争
の
見
と
お
し 

第
一
段
階 

六
〇
〇
円
要
求
が
通
つ
た 

第
二
段
階 

現
在
進
行
中 

議
会
通
過
ま
で 

第
三
段
階 

手
に
入
れ
る 

文
部
省
で
は
追
加
予
算
を
出
す
腹
だ

議
会
で
は
支
持
さ
れ
る 

ス
ト
を
や
ら
な
い
限
り
支
持
を
得
る 
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神
奈
川
県
知
事 

神
奈
川
県
教
員
組
合
殿 

各
支
部
代
表
の
意
見 

再
要
求
を
望
む 
県
は
既
定
方
針
を
固
執
し
て
ゐ
て
何
等
誠
意
を
認
む
べ
き
で
な
い
。 

県
は
法
令
の
か
げ
に
か
く
れ
て
善
処
す
る
意
志
が
な
い
。 

第
五
項
目
の
回
答
に
於
て
提
案
通
り
と
い
ふ
言
の
も
と
に
自
説
を
固
執
し
て
ゐ
る
。 

こ
の
二
日
間
に
何
等
の
手
も
打
つ
て
ゐ
な
い
。 

不
満
足
だ
。 

委
員
会
は
動
き
は
じ
め
て
ゐ
る
か
ら
再
要
求
を
す
る
必
要
が
あ
る
。 

委
員
会
の
意
志
が
組
合
全
体
の
意
志
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
貫
徹
に
邁
進
す
べ
き
だ
。 

あ
い
ま
い
で
そ
っ
ぽ
を
向
い
た
回
答
だ
。 

中
央
で
は
地
方
の
□
□
な
措
置
を
要
望
を
し
て
ゐ
る
に
も
拘
ら
ず
、
何
等
誠
意
な
し
。 

概
算
払
で
も
よ
い
か
ら
年
の
暮
を
突
破
す
る
や
う
再
要
求
す
べ
き
で
あ
る
。 

国
家
や
県
の
財
政
・
学
校
や
児
ど
も
の
事
を
考
へ
て
満
足
す
べ
き
だ 

世
の
中
の
混
乱
に
か
こ
つ
け
て
逃
げ
て
ゐ
る
欺
瞞
的
だ 
再
要
求
を
の
ぞ
む
。 

更
に
追
及
す
べ
し 

男
女
差
の
点
に
つ
い
て
特
に
不
満
で
あ
る 

（
各
項
に
対
す
る
説
明
と
質
疑
応
答
） 

 

附
帯
手
当
一
切
を
一
つ
の
枠
に
入
れ
て1

本
の
軌
道
に
の
せ
る
の
が
七
月
の
き
り
替
へ
で
あ
る
。

そ
の
手
当
は
情
勢
の
推
移
に
つ
れ
生
活
の
必
要
上
加
へ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
生
活
給
と
し

て
考
へ
る
の
が
正
し
い 

予
算
は
六
六
〇
円
と
し
て
定
員
だ
け
取
つ
て
あ
り
操
作
に
於
て
実
情
に
接
近
さ
せ
得
る
余
裕
が

あ
る
。
但
し
全
部
キ
カ
イ
的
に
出
来
な
い
少
数
が
合
致
し
な
い 

東
京
都
は
市
府
合
併
の
際
市
□
住
宅
料
を
府
下
に
ま
で
及
ぼ
し
た
の
で
今
日
切
替
え
に
さ
い
し

て
新
に
生
じ
た
も
の
で
な
い
。
大
蔵
省
案
に
よ
れ
ば
実
収
減
六
十
円
と
な
る
の
で
認
め
た
も
の

と
思
ふ
。 

本
県
と
し
て
新
に
加
へ
る
こ
と
は
大
蔵
省
の
方
針
に
そ
は
ぬ
。 

東
京
都
は
全
官
吏
に
及
ぼ
し
た
か
ら
そ
れ
に
な
ら
へ
ば
県
庁
員
も
考
へ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

問

東
京
で
は
す
で
に
も
ら
つ
て
ゐ
る
で
は
な
い
か
。 

答

既
決
予
算
の
中
に
も
ぐ
ら
し
て
ゐ
る
と
思
ふ
。 

問

現
在
で
は
困
難
で
あ
る
か
。 

答

先
生
だ
け
で
七
百
万
円
要
る 

全
庁
員
だ
と
億
を
こ
え
る
。 

問

教
育
優
先
を
考
へ
る
か
。 

答

初
任
給
は
先
生
の
方
が
よ
い
の
だ 

旅
費
や
手
当
で
も
官
吏
が
決
し
て
よ
く
は
な
い
。 

問

市
で
支
給
し
て
ゐ
る
住
宅
料
は
仮
本
俸
に
入
ら
な
い
か
。 

答

み
と
め
ら
れ
さ
う
な
話
も
あ
る
。 

問

教
員
を
切
り
離
し
て
考
へ
て
く
れ
。 

答

重
要
性
は
み
と
め
て
ゐ
る 

中
等
学
校
長
な
ど
は
部
長
よ
り
多
く
要
求
し
て
ト
ン
ト
ン
に

な
つ
た
。 

研
究
助
成
費
は
削
ら
れ
た 

そ
の
代
り
厚
生
資
金
と
医
療
費
を
取
つ
た
。 

問

中
央
の
指
示
が
な
い
か
ら
で
き
な
い
か
。 

答

然
り 

中
央
の
枠
を
か
へ
る
や
う
運
動
せ
ら
れ
た
い
。 

問

全
官
吏
の
問
題
だ
か
ら
出
来
な
い
の
か
。 

答

然
り 

問

男
女
差
は
除
か
れ
て
ゐ
な
い
で
は
な
い
か
。 

答

増
俸
率
を
三
円
、
二
円
と
し
て
今
ま
で
の
差
を
認
め
た
に
す
ぎ
な
い
。
尚
考
へ
て
や
る
つ
も

り
だ 

（
組
合
の
所
見
） 

第
一
項
目
の
回
答
に
満
足
□
□
□
□
□ 

次
の
項
に
於
て
決
定
す
る 

第
二
項
の
回
答
は
不
満
足
で
あ
る 

県
庁
案
は
組
合
の
要
求
点
に
達
し
な
い 

第
三
項
で
は
即
答
し
か
ね
る
と
い
つ
て
ゐ
る
が
事
実
は
不
可
能
な
も
の
と
解
釈
出
来
る 

十
二
月
十
日
ま
で
に
実
施
は
困
難
と
思
ふ 

概
算
払
等
で
処
理
す
る
途
も
あ
る 

第
五
項
に
従
来
通
り
と
あ
る
が
こ
の
交
渉
以
前
の
話
は
打
切
ら
れ
た
も
の
と
思
ふ 

（
四
）
文
部
大
臣
回
答

文
相
回
答
全
文 
（
一
九
四
六
・
一
一
・
二
） 
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一
．
教
員
の
み
の
優
遇
は
現
段
階
に
於
て
は
困
難
で
あ
る
が
そ
の
待
遇
改
善
に
は
引
続
き
努
力

す
る 

今
回
の
待
遇
改
善
は
一
般
官
吏
の
水
準
へ
の
引
上
げ
を
目
標
と
し
た
も
の
だ
が
そ
の
結
果
と
い

へ
ど
も
甚
だ
切
り
つ
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
事
実
で
今
後
物
価
の
水
準
に
応
ず
る
改
訂

の
必
要
あ
る
は
当
然
で
あ
る 

我
々
は
財
政
状
態
が
好
転
す
れ
ば
そ
れ
に
広
〔
マ
マ
〕
ず
る
改
善

を
し
て
ゆ
き
た
い 

特
に
留
意
を
希
望
す
る
の
は
今
や
教
員
の
給
与
問
題
は
全
国
官
公
職
員
二

百
八
十
万
人
の
そ
れ
と
密
接
に
関
聯
し
て
ゐ
る
か
ら
現
段
階
に
於
て
は
教
員
の
み
の
特
別
措
置

に
甚
だ
困
難
で
あ
る
と
い
ふ
点
で
あ
る 

勿
論
一
般
官
吏
に
比
べ
て
尚
不
十
分
な
点
が
あ
る
な

ら
其
の
点
を
明
瞭
に
し
て
其
の
平
準
化
に
充
分
努
力
す
る 

二
．
及
び
三
．
地
方
及
男
女
の
差
別
撤
廃
に
は
引
続
き
努
力
す
る 

政
府
に
於
て
は
全
官
公
職
員
の
給
与
の
実
態
を
詳
細
に
調
査
し
て
ゐ
る 

其
の
結
果
に
基
き
全

国
の
官
庁
学
校
に
亘
り
給
与
の
不
均
衡
の
是
正
を
行
ひ
た
い 
今
回
俸
給
の
切
替
に
際
し 

国

民
学
校
及
青
年
学
校
教
員
に
限
り
特
に
一
定
の
昇
給
を
し
た
上
で
切
替
を
す
る
こ
と
を
認
め
た

が
、
之
は
こ
れ
迄
教
員
の
待
遇
が
他
の
一
般
職
員
に
比
し
劣
つ
て
ゐ
た
と
こ
ろ
か
ら
来
た
特
別

措
置
で
他
の
官
庁
か
ら
も
不
均
衡
是
正
の
要
求
は
相
当
多
か
つ
た
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
特
別
措

置
は
認
め
ら
れ
て
ゐ
な
い 

要
求
の
地
方
差
或
い
は
男
女
の
差
は
従
来
の
本
俸
に
一
定
額
の
増
加
を
認
め
た
結
果
と
し
て
生

じ
た
も
の
で
あ
つ
て 

新
〔
た
〕
に
地
方
差
男
女
別
の
差
を
設
定
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ

従
来
あ
つ
た
差
等
は
幾
分
縮
小
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る 

斯
様
な
差
は
全
国
的
な
実
態
調
査
の
結

果
を
見
た
上
で
全
官
公
職
員
と
共
に
教
員
に
つ
い
て
も
適
当
な
是
正
を
考
慮
す
る
つ
も
り
で
あ

る尚
今
回
の
給
与
制
度
改
正
に
よ
つ
て
資
格
、
勤
続
年
数
、
能
力
等
に
基
づ
か
な
い
男
女
間
の
初
任

給
、
昇
給
年
限
の
差
等
は
す
べ
て
撤
廃
せ
ら
れ
男
女
同
等
の
待
遇
が
与
へ
ら
れ
て
ゐ
る

四
．
勤
務
地
手
当
は
研
究
す
る

臨
時
勤
務
地
手
当
は
旧
臨
時
手
当
の
市
制
施
行
地
に
対
す
る
率
を
基
準
と
し
て
本
俸
の
切
替
を

行
つ
た
結
果
六
大
都
市
在
勤
者
に
と
つ
て
は
実
収
減
を
生
ず
る
の
で
そ
れ
を
補
塡
す
る
為
め
〔
マ

マ
〕
に
新
設
し
た
も
の
で
あ
る 

最
近
は
勤
務
地
に
依
る
生
計
費
の
差
は
む
し
ろ
減
少
し
つ
ゝ
あ

る
状
況
で
あ
る
か
ら
こ
れ
を
増
加
す
る
に
つ
い
て
は
更
に
研
究
を
要
す
る
点
が
あ
る 

尚
僻
す
ゐ
地
手
当
に
つ
い
て
増
額
を
考
慮
し
て
ゐ
る 

五
．
人
員
整
理
の
意
味
の
罷
免
は
極
力
避
け
る 

人
員
整
理
反
対
の
要
求
は
正
当
で
あ
る
と
思
ふ 

現
在
の
状
態
に
於
て
は
学
童
数
と
教
員
数
と

の
比
率
か
ら
す
れ
ば
教
員
の
数
は
過
剰
で
は
な
い
筈
で
あ
る
が
必
要
な
調
整
に
努
力
し
て
無
理

の
な
い
様
に
措
置
し
た
い 

六
．
及
び
七
．
は
本
省
限
り
で
回
答
を
し
得
る
事
項
で
は
な
い
か
ら
財
政
当
局
に
連
絡
の
上
研
究

し
て
貰
ふ
こ
と
に
す
る
。 

以

上

（
五
）
県
知
事
宛
要
求
書

要
求
書

本
県
国
民
学
校
・
青
年
学
校
教
職
員
俸
給
ノ
新
号
俸
ヘ
ノ
切
替
ニ
際
シ
本
組
合
ハ
総
員
ノ
意
志

ニ
ヨ
リ
左
ノ
五
［
六
］
項
ニ
拠
ラ
レ
ン
コ
ト
ヲ
要
求
ス
ル 

一
．
俸
給
ハ
一
応
生
活
給
ト
シ
テ
考
ヘ
ラ
レ
タ
イ 

二
．
仮
定
俸
給
額
ハ
性
別
資
格
別
ニ
カ
ヽ
ハ
リ
ナ
ク
毎
年
五
円
宛
昇
給
シ
タ
モ
ノ
ト
シ
テ
算
出

セ
ラ
レ
タ
イ 

但
シ 

算
出
本
俸
額
ガ
仮
定
俸
給
額
ヲ
超
エ
ル
場
合
ハ
ソ
ノ
算
出
本
俸
額
ヲ
仮
定
俸
給

額
ト
見
做
サ
レ
タ
イ 

三
．
東
京
都
案
ニ
ヨ
ル
減
収
補
填
額
六
拾
円
ヲ
本
県
モ
加
算
セ
ラ
レ
タ
イ 

四
．
十
二
月
十
日
迄
ニ
七
月
ニ
遡
ル
差
額
ヲ
支
給
シ 

十
二
月
分
カ
ラ
ハ
新
号
俸
ニ
ヨ
ツ
テ
支

給
サ
レ
タ
イ 

五
．
細
部
ニ
亘
ツ
テ
ハ
組
合
側
代
表
ト
合
議
ノ
上
定
メ
ラ
レ
タ
イ 

右 

要
求
ニ
対
シ
十
一
月
三
十
［
二
十
八
］
日
午
後
一
時
ニ
文
書
ニ
ヨ
ツ
テ
回
答
セ
ラ
レ
タ
イ 

昭
和
二
十
一
年
十
一
月
二
十
八
［
二
十
六
］
日
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神
奈
川
県
教
員
組
合 

神
奈
川
県
知
事 

内
山
岩
太
郎
殿 

（
六
）「
闘
争
ニ
ュ
ー
ス
」
第
四
報

斗
争
ニ
ュ
ー
ス 

 
 

第
四
報 

 

神
奈
川
県
教
組
斗
争
本
部 

 
 

県
本
部
の
動
き
が
に
わ
か
に
し
れ
つ
に
な
つ
て
来
た
た
め
県
情
報
を
先
に
出
し
た
が 

東

京
の
情
勢
も
見
逃
せ
な
い
進
展
を
見
せ
て
ゐ
る
の
で 

以
下 

お
知
ら
せ
す
る 

◇
十
一
月
三
十
日 

長
野
政
務
次
官
と
九
時
三
十
分
か
ら
二
時
間
に
亘
り
文
部
省
で
会
見
し
た

１
．
進
歩
党
声
明
は
次
官
の
行
動
の
現
は
れ
で
あ
る

声
明 

平
和
国
家
建
設
の
基
礎
が
教
育
に
あ
り 

従
つ
て
教
育
者
に
対
す
る
国
家
的
優

遇
は
最
も
神
聖
な
る
意
義
を
有
す
る
こ
と
は
言
を
俟
た
な
い 

加
う
る
に 

現
下
の
経

済
状
況
に
か
ん
が
み 

教
育
者
の
最
低
生
活
を
保
証
す
る
意
味
に
於
て
わ
が
党
は 

今

回
教
育
者
の
要
求
す
る
最
低
六
百
円
支
給
を
支
持
し
そ
の
実
現
を
期
す
る
。 

保
守
党
で
あ
り
与
党
で
あ
る
同
党
が
か
か
る
態
度
を
決
定
し
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る 

―
朝
日 

２
．
進
歩
党
声
明
の
自
由
党
・
社
会
党
に
対
す
る
反
響
は
ど
う
か 

―
心
配
無
用 

３
．
大
蔵
省
は
七
月
案
に
ど
の
位
の
予
算
を
見
積
も
つ
て
ゐ
る
か
。 

答

例
へ
ば
二
級
官
は
年
俸
二
〇
〇
〇
円
で
あ
る
が 

新
号
俸
で
月
一
〇
〇
〇
円
と
な

る

最
低
．
．
は
助
教
二
四
〇
円
で
あ
り 

こ
れ
を
六
〇
〇
円
に
す
る
と
約
五
億
円
で
あ

る

４
．
六
〇
〇
円
の
上
に
三
〇
〇
円
の
帯
を
や
る
か 

答 

文
部
省
は
一
〇
〇
円
を
考
へ
て
ゐ
る 

５
．
一
〇
〇
円
は
ま
づ
い
か
ら 

三
〇
〇
円
の
帯
を
是
非
た
の
む 

答 

電
話
で
師
範
課
長
と
話
し 

無
理
で
も
三
〇
〇
円
の
帯
へ
強
く
交
渉
中
だ 

６
．
大
蔵
大
臣
、
局
長
、
部
課
長
を
突
け 

７
．
地
方
へ
大
蔵
省
か
ら
金
が
い
く
が
そ
の
横
流
れ
を
防
ぐ
た
め
中
央
で
厳
重
に
監
督
す
る

組
合
も
監
視
し
て
貰
ひ
た
い

８
．
以
上
は
政
務
次
官
の
腹
で
、
教
全
聯
と
し
て
は
政
治
的
要
請
を
行
つ
た
も
の
で
あ
る 

◇
十
一
月
二
九
・
三
十
日 

参
事
会
員
戸
別
訪
問
の
結
果

添
田
氏 

実
現
に
全
面
的
協
力
す
る

二

三
百
万
の
追
加
大
し
た
こ
と
な
し 

白
井
氏 

教
育
に
全
力
を
尽
し
て
ゐ
る
先
生
方
に
感
謝
す
る 

全
幅
の
支
持
を
確
約
す 

金
刺
氏 

大
丈
夫
だ 

引
受
け
た 

知
事
は
話
が
わ
か
る 

石
渡
氏 

知
事
に
会
つ
て
話
す 

努
力
す
る 

沖
津
氏 

内
容
は
よ
く
知
つ
て
ゐ
る
か
ら 

参
事
会
に
は
出
な
い
が
必
ず
支
持
す
る 

金
子
氏 

教
員
の
斗
争
全
面
的
に
支
持 

大
臣
も
知
事
も
当
然
な
要
求
を
実
現
出
来
ね

ば
辞
め
る
べ
き
だ 

堀
内
氏 

予
算
は
何
と
か
な
る
だ
ら
う 

東
京
ま
で
は
何
と
し
て
も
引
上
げ
ね
ば
な
ら

ぬ

河
野
氏 

立
場
は
わ
か
る
か
ら
努
力
す
る 

然
し 

国
民
党
は
ど
う
し
て
ゐ
る
か 

其
他
の
諸
氏
は
面
会
出
来
な
か
つ
た
。 

 
 

尚
三
十
日
の
参
事
会
は
午
前
中
に
終
了
し
た
が 

更
に
予
算
計
上
に
向
つ
て
懇
請
す
る
こ

と
に
な
つ
て
ゐ
る 

◇
知
事
の
回
答
は
不
満
足
だ
が
委
員
は
あ
く
ま
で
政
治
的
に
解
決
す
る
希
望
を
す
て
な
い
。

各
支
部
は
下
部
の
結
束
を
一
層
強
固
に
し
て
要
求
貫
徹
に
努
め
ら
れ
た
い
。

父
兄
会
等
の
側
面
的
運
動
も
促
進
さ
れ
た
い
。

（
七
）「
闘
争
ニ
ュ
ー
ス
」
第
五
報

斗
争
ニ
ュ
ー
ス 

第
五
報 

（
十
二
月
三
日
） 

◇

十
二
月
二
日 

 
 

斗
争
委
員
会 

午
前
十
時 

本
部 

 
 

１
．
各
支
部
情
況
報
告 

 
 

２
．
今
後
の
斗
争
計
画 

 
 

３
．
支
部
組
織
強
化
具
体
策 

大
会
開
催 

本
部
員
派
遣 

 
 

小
委
員
会 

 

午
後
一
時
半 

知
事
回
答
に
対
す
る
意
志
表
示 

十
一
月
三
十
日
付
回
答
は
遺
憾
な
が
ら
誠
意
に
乏
し
く
満
足
す
る
こ
と
が
出
来
ま
せ

ん

依
つ
て
今
後
の
交
渉
に
よ
り
更
に
御
考
慮
を
お
願
ひ
し
満
足
出
来
る
や
う
な
御

回
答
を
下
さ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。 

再
交
渉
の
要
点
検
討 
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別
途
に
折
衝
す

る

第
一
項 

そ
の
精
神
の
再
確
認
を
求
め
る 

第
二
項 

完
全
に
要
求
を
容
認
す
る
こ
と
を
求
む 

第
三
項 

一
番
先
に
し
て
強
く
要
求
す
る 

検
討
を
要
す
る
と
い
ふ
こ
と
の
内
容 

明
答
の
時
期
を
示
し
て
も
ら
ふ
こ
と 

教
員
だ
け
の
問
題
と
し
て
も
不
合
理
な
い
こ
と
を
承
認
さ
れ
た
い 

第
四
項 

一
・
二
・
三
項
目
の
完
全
承
認
を
も
と
ゝ
す
る
精
算
支
給
を
要
求
す
る 

第
五
項 

別
に
示
す
数
字
的
基
礎
に
依
り
交
渉
を
希
望
す
る 

越
冬
資
金
支
給 

厚
生
資
金
借
入 

以
上 

散
会
八
時
三
十
分 

◇

十
二
月
三
日 

 
 

斗
争
委
員
会 

午
前
十
時 

本
部 

１
．
前
日
の
県
へ
の
交
渉
経
過 

２
．
各
支
部
の
情
勢
報
告 

３
．
小
委
員
会
案
の
検
討 

県
へ
の
再
交
渉 

大
内
委
員
長 

板
倉
牛
窪
副
委
員
長 
外
委
員
七
名 

午
後
一
時 

斗
争
委
員 

午
後
三
時
よ
り 

１
．
県
へ
の
交
渉
経
過
報
告 

◇

十
二
月
二
日 

東
京
本
部 

中
央
斗
争
委
員
会 

 
 

１
．
文
部
省
大
蔵
省
へ
の
交
渉
経
過
報
告 

 
 

２
．
共
同
斗
争
の
件 

 
 

３
．
西
日
本
教
員
組
合
大
会
の
情
勢
に
つ
い
て 

大
蔵
省 

上
塚
政
務
次
官
談 

 
 

「
教
員
の
み
の
問
題
と
し
て
容
れ
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
文
部
省
案
を
見
て
一
応
考

へ
る

君
達
は
現
職
教
員
だ
か
ら
早
く
教
壇
に
帰
れ
」
と
い
ふ
無
理
解
振
り
で
あ

る
。
そ
こ
で
山
口
事
務
官
と
会
談
し
た
。 

事
務
官
は
「
同
情
は
す
る
が
全
官
吏
に
ひ
ゞ
く
の
で
不
可
能
だ
。
今
我
々
は
全
官
吏
の

ぎ
せ
い
に
於
て
国
家
を
滅
亡
か
ら
救
ふ
の
だ
。
然
し
越
冬
資
金
と
い
ふ

名
で
聯
合
軍
と
交
渉
し
て
ゐ
る
」 

長
野
政
務
次
官
「
研
究
修
養
費
と
し
て
出
し
て
も
よ
い
。
大
蔵
省
が
関
門
だ
か
ら
ど
う

し
て
も
こ
れ
を
動
か
す
」 

大
蔵
省
安
藤
秘
書
官
「
電
産
の
要
求
が
通
つ
た
の
だ
か
ら
世
論
も
認
め
る 

通
る
で 

あ
ら
う
」 

山
本
中
斗
委
員
長
談 

１
．
文
部
大
臣
は
必
ず
予
算
に
出
す 

２
．
膳
国
務
大
臣
は
な
か
な
か
困
難
で
あ
る 

３
．
進
歩
党 

犬
養
・
成
島
両
氏
が
絶
対
に
支
持
し
て
ゐ
る 

４
．
自
由
党
の
芦
田
・
大
久
保
氏
は
必
ず
通
る
と
い
ひ
、
社
会
党
の
及
川
・
水
谷
・

森
戸
の
各
氏
は
誠
意
を
以
て
や
り
ぬ
く
と
言
つ
て
ゐ
る 

５
．
大
蔵
大
臣
と
自
由
党
を
動
か
す
こ
と
だ 

６
．
大
蔵
大
臣
が
出
さ
ぬ
と
決
め
れ
ば
文
部
大
臣
の
責
任
問
題
と
な
り 

ひ
い
て

は
内
閣
の
致
命
傷
と
な
る 

西
日
本
の
動
き
に
つ
い
て 

西
日
本
教
員
組
合
協
議
会
の
名
に
於
て
決
議
さ
れ
た
事
項
を
竹
中
（
鳥
取
）
氏
が
持
つ

て
来
た
。 

第
一
案 

教
全
聯
・
全
教
組
に
十
二
月
五
日
を
期
限
と
し
て
共
同
斗
争
委
員
会
を
設
け

る
こ
と
を
申
入
れ 

そ
の
名
に
於
て
全
国
大
会
を
召
集
す
る
こ
と
を
提
唱
す
る
。 

第
二
案 

右
の
企
図
が
実
現
し
な
い
時
は
各
地
区
の
共
同
提
唱
に
よ
り
全
国
大
会
を
も 

つ

（
八
）
教
員
組
合
全
国
連
盟
（
教
全
連
）「
声
明
書
」

声
明
書

 
教
全
聯
は
過
去
二
ヶ
月
に
亘
る
努
力
に
も
拘
ら
ず
全
教
組
と
の
現
段
階
に
於
け
る
共
同
戦
線

を
遂
に
断
念
す
る
外
な
き
に
立
ち
至
つ
た
こ
と
を
こ
ゝ
に
声
明
す
る 

共
同
斗
争
の
可
能
性
は
目
標
の
一
致
と
斗
争
方
式
の
調
和
の
う
ち
に
あ
る
。
し
か
も
こ
れ
以
上

に
重
要
な
こ
と
は
相
互
に
信
頼
の
念
を
有
し
、
信
義
友
愛
の
原
則
を
守
る
こ
と
で
あ
る
。
然
る

に
過
去
二
ヶ
月
に
亘
る
交
渉
の
結
果
こ
の
何
れ
に
も
可
能
性
を
認
め
る
事
が
出
来
な
か
つ
た 

第
一
の
目
標
に
つ
い
て
は
、
基
本
給
は
恒
久
的
の
も
の
と
し
て
、
実
収
は
暫
定
処
置
と
し

力
の
結
集
が
解
決
の
鍵
だ 

委
員
の
う
し
ろ
に
七
千
の
組
合
員

が
あ
る 

無
言
の
支
持
と
激
励
に 

勃
々
た
る
力
を
背
後
に
感
ず
る 

そ
の
迫
力
が 

大
衆
の
声
と
も
な
る 

県
を
動
か
す
、
力
を
結
集
し
よ
う
。 
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て
、
両
立
し
得
る
や
う
得
る
や
う
調
整
出
来
る
と
信
ぜ
ら
れ
る
に
も
拘
ら
ず
、
全
教
組
は
之
を

否
定
し
、
し
か
も
具
体
的
細
案
さ
へ
示
し
得
な
か
つ
た
。 

 

第
二
に
斗
争
の
方
式
に
つ
い
て
は
、
我
々
も
敢
て
ス
ト
を
辞
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
主
観

的
客
観
的
条
件
の
定
備
に
つ
い
て
見
解
の
一
致
点
を
見
出
す
こ
と
は
出
来
な
か
つ
た
。
世
論
父

兄
の
ス
ト
ラ
イ
キ
反
対
の
意
見
は
早
急
に
之
を
同
情
へ
向
は
せ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
し
か

も
之
は
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
我
々
の
考
へ
方
に
対
し
、
世
論
や
父
兄
の
意
識
は
低

級
で
あ
り
、
こ
れ
を
引
ず
つ
て
行
く
べ
き
だ
と
い
ふ
見
解
□
対
立
し
た
。
又
一
切
の
手
段
を
つ

く
し
た
後
に
ス
ト
は
考
へ
る
べ
き
も
の
と
い
ふ
見
解
に
対
し
、
全
教
組
で
は
常
に
ス
ト
態
勢
が

唯
一
の
目
的
で
あ
る
か
の
如
き
行
動
を
示
し
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
目
標
貫
徹
が
中
心
か
斗
争

そ
れ
自
体
が
主
目
的
か
の
疑
惑
さ
へ
生
じ
た
。
共
同
斗
争
の
交
渉
中
に
突
如
と
し
て
両
派
の
現

勢
確
認
を
申
出
し
た
。
し
か
も
多
数
派
の
み
を
交
渉
相
手
と
す
る
や
う
に
、
そ
の
何
れ
が
多
数

派
で
あ
る
に
せ
よ
共
に
手
を
握
ら
う
と
す
□
同
志
の
一
方
が
他
方
を
排
斥
す
る
と
い
ふ
事
実
の

何
処
に
友
愛
と
信
義
の
情
が
見
出
し
う
る
か
、
更
に
斗
争
方
式
の
交
渉
中
、
ス
ト
態
勢
強
化
の

指
令
を
発
し
た
り
、
事
実
続
々
と
ス
ト
第
一
段
階
突
入
の
組
合
の
あ
る
こ
と
は
共
同
斗
争
の
熱

意
何
処
に
あ
り
や
を
疑
ふ
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
「
中
央
の
指
令
は
な
い
。
統
制
が
困
難
な
の

だ
」
と
弁
解
す
る
。
然
ら
ば
そ
ん
な
無
統
制
な
団
体
と
共
同
斗
争
は
御
免
蒙
り
た
い
。
秘
密
指

令
で
動
い
て
ゐ
る
と
し
た
ら
尚
更
で
あ
る
。 

 

一
体
共
同
斗
争
の
形
態
□
種
々
考
へ
ら
れ
、
西
日
本
の
主
張
す
る
も
の
は
、
教
全
聯 

全
教
組

の
運
動
を
認
め
つ
ゝ
中
立
も
参
加
す
る
真
に
全
国
一
体
の
も
の
と
し
た
い
と
い
ふ
の
で
、
我
々

も
亦
之
に
賛
成
し
た
。
し
か
る
に
全
教
組
は
最
後
迄
教
全
聯
の
解
散
又
は
機
能
停
止
を
要
求
し

た
。
既
に
二
ヶ
月
血
み
ど
ろ
の
斗
争
を
つ
ゞ
け
相
当
の
成
果
を
期
待
さ
れ
て
ゐ
る
我
等
の
運
動

を
真
向
か
ら
否
定
す
る
立
場
で
共
同
斗
争
が
果
し
て
可
能
で
あ
ら
う
か
、
之
は
信
不
信
の
問
題

で
は
な
く
し
て
、
相
手
方
の
立
場
を
相
互
に
み
と
め
合
ふ
と
い
ふ
共
斗
の
基
礎
条
件
の
否
定
で

あ
る
。 

之
を
要
す
る
に
、
今
回
の
共
同
斗
争
に
つ
い
て
は
、
全
教
組
側
の
信
義
の
欠
除
と
行
動
の
過
激

と
相
互
敬
愛
の
念
に
乏
し
い
と
い
ふ
諸
点
よ
り
彼
等
の
□
よ
り
全
く
そ
の
意
志
□
し
と
断
定
せ

ざ
る
を
得
な
い
。 

こ
の
事
は
数
度
に
亘
る
中
立
諸
教
組
の
甚
大
な
尽
力
に
対
し
、
甚
だ
遺
憾
と
す
る
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
事
情
ま
こ
と
に
止
む
を
得
ざ
る
点
を
諒
と
せ
ら
れ
た
い
。 

し
か
し
、
同
じ
く
教
壇
に
立
つ
も
の
と
し
て
、
友
愛
に
基
づ
く
共
同
歩
調
の
と
れ
な
い
の
は
、

全
教
組
参
加
の
諸
君
全
員
で
は
な
く
し
て
、
そ
の
一
部
の
核
心
体
が
原
因
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
、

中
央
の
運
動
に
於
い
て
の
み
な
ら
ず
、
仔
細
に
見
れ
ば
全
国
各
地
に
於
い
て
同
様
の
事
実
を
見

る
。 と

も
す
れ
ば
分
派
だ
、
裏
切
り
だ
、
と
い
ふ
彼
等
の
言
辞
は
ま
さ
に
彼
等
自
身
の
上
に
呈
上
し

た
い
。
純
粋
な
気
持
の
全
教
組
参
加
の
諸
君
と
の
提
携
は
今
後
も
熱
望
す
る
も
の
で
あ
る
。 

 
 

昭
和
廿
一
年
十
二
月
九
日 

教
全
聯
中
央
斗
争
本
部 

（
九
）
闘
争
に
あ
た
っ
て
の
組
合
員
の
心
得

全
組
合
員
一
丸
と
な
つ
て
の
闘
争
に
全
力
を
挙
げ
て
の
御
協
力
を
感
謝
致
し
ま
す
。
飽
く
ま
で

貫
徹
を
期
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
此
の
要
求
で
あ
り
ま
す
だ
け
に
、
ま
た
多
大
の
忍
苦
を
覚
悟

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
も
そ
の
場
合
に
最
も
恐
る
べ
き
は
、
組
合
員
の
結
束
に
ゆ
る
み

が
生
じ
は
し
ま
い
か
と
い
ふ
一
事
で
、
こ
の
こ
と
は
太
平
洋
戦
争
に
於
て
私
共
の
つ
ぶ
さ
に
な

め
た
苦
杯
で
あ
り
ま
す
。
銃
後
の
弛
緩
は
前
線
の
敗
北
で
す
。
各
位
に
お
か
れ
て
は
此
の
こ
と
を

よ
く
銘
記
し
、
職
分
に
些
か
の
ゆ
る
み
な
く
努
力
し
、
以
つ
て
闘
争
委
員
に
後
顧
の
憂
な
か
ら
し

め
、
そ
の
活
動
の
源
泉
を
愈
豊
か
に
す
る
や
う
切
に
希
望
致
し
ま
す
。
申
す
に
及
ば
ぬ
こ
と
な
が

ら
、
左
記
の
件
に
つ
き
特
に
相
戒
め
る
や
う
一
層
の
御
配
意
を
煩
は
し
た
い
と
思
ひ
ま
す
。 

昭
和
二
十
一
年
十
二
月
七
日 

 
 
 
 
 
 

横
浜
市
教
員
組
合
長 

 
 

足
立 

直
壽 

評

議

員

殿

組

合

員

殿

記

一
．
職
責
を
重
ん
じ
、
日
々
の
仕
事
に
一
層
勉
励
し
、
い
や
し
く
も
世
の
指
弾
の
基
を
つ
く
ら
な

い
や
う
に
注
意
し
よ
う
。 

イ
、
教
壇
に
隙
を
つ
く
ら
な
い
こ
と 

ロ
、
闘
争
委
員
を
出
し
て
ゐ
る
学
校
で
は
、
そ
の
担
任
学
級
の
教
育
に
は
他
の
学
級
よ
り
も
一

層
努
力
し
児
童
や
父
兄
に
少
し
で
も
不
安
を
感
じ
さ
せ
な
い
や
う
に
し
よ
う
。 

ハ
、
闘
争
に
籍
口
し
て
怠
業
め
い
た
こ
と
は
、
そ
の
気
配
さ
へ
も
絶
対
に
つ
く
ら
な
い
や
う
に

し
よ
う
。 

ニ
、
闘
争
気
分
を
高
調
す
る
あ
ま
り
、
児
童
か
ら
目
を
離
す
こ
と
の
な
い
や
う
に
。 

ホ
、
職
務
に
は
平
常
の
時
よ
り
寧
ろ
努
力
す
る
必
要
の
あ
る
こ
と
を
自
覚
さ
れ
度
い
。
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二
．
闘
争
本
部
と
の
連
絡
を
密
に
し
、
学
校
と
本
部
と
の
間
に
く
ひ
ち
が
ひ
の
出
来
な
い
や
う
に

細
心
の
意
を
用
ひ
る
こ
［
い
］
と 

三
．
世
間
の
視
線
を
集
め
て
ゐ
る
際
と
て
、
組
合
員
は
特
に
自
重
し
、
軽
挙
妄
動
を
慎
し
ま
う
。 

 
 

（
職
員
朝
会
等
で
是
非
一
度
は
読
み
上
げ
て
下
さ
い
） 

（
一
〇
）
神
奈
川
県
教
員
組
合
「
要
求
事
項
」
お
よ
び
「
声
明
書
」

要
求
事
項 

一
．
俸
給
は
一
応
生
活
給
と
し
て
考
へ
ら
れ
た
し
。 

二
．
仮
定
俸
給
額
は
性
別
資
格
別
に
か
ゝ
は
り
な
く
毎
年
五
円
宛
昇
給
し
た
も
の
と
し
て
算
出

せ
ら
れ
た
し
（
但
し
算
出
本
俸
額
が
仮
定
俸
給
額
を
超
え
る
場
合
は
そ
の
算
出
本
俸
額
を

仮
定
本
俸
額
と
見
な
さ
れ
た
い
） 

三
．
東
京
都
案
に
よ
る
減
収
補
塡
額
六
拾
円
を
本
県
も
加
算
せ
ら
れ
た
い
。 

四
．
十
二
月
十
日
迄
に
七
月
に
遡
る
差
額
を
支
給
し
十
二
月
分
か
ら
は
新
号
俸
に
よ
つ
て
支
給

さ
れ
た
い 

五
．
細
部
に
亘
つ
て
は
組
合
側
代
表
と
合
議
の
上
定
め
ら
れ
た
い
。 

声

明

書

七
月
案
成
立
以
来
五
ヶ
月
を
経
た
が
今
日
尚
新
制
度
の
実
施
を
見
る
に
至
ら
な
い
。
こ
れ
は
県

が
教
員
待
遇
の
改
善
に
努
力
を
続
け
て
来
た
結
果
と
考
へ
、
其
の
間
の
苦
心
は
多
と
す
る
。 

け
れ
ど
も
経
済
的
重
圧
は
日
に
加
は
り
吾
等
の
生
活
は
崩
壊
に
ひ
ん
し
て
ゐ
る
。
依
つ
て
十
一

月
二
十
八
日
五
項
目
の
要
求
を
提
出
し
た
が 

三
十
日
の
回
答
は
内
容
に
於
て
誠
意
に
乏
し
く

満
足
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
然
し
県
当
局
も
吾
等
の
真
意
を
認
め
更
に
局
面
展
開
の
努
力
を

続
け
て
く
れ
る
も
の
と
考
へ
た
い
。 

今
後
一
層
の
熱
意
と
適
切
な
措
置
を
以
て
教
育
再
建
の
為
百
五
十
万
県
民
の
声
に
答
へ
ら
れ
る

や
う
望
む
も
の
で
あ
る
。 

十
一
月
三
十
日 

神
奈
川
県
教
員
組
合

注

神
奈
川
県
教
職
員
組
合
所
蔵
の
簿
冊
「
組
合
速
報
綴
（
昭
和
二
十
一
年
九
月
以
降 

）」
に
収
録

さ
れ
て
い
る
。 
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四

交
渉
経
過
日
程
一
覧
（
中
等
学
校
教
員
組
合
） 

交
渉
経
過
日
程
一
覧 

 

神
奈
川
県
中
等
学
校
教
員
組
合 

昭
和
二
一
、
一
一
、
二
八 

ｏ
七
・
一
官
吏
俸
給
切
替
ニ
対
ス
ル
県
案
拒
否
ス 

〃

一
二
、 

九 

ｏ
第
一
次
要
求
書
提
出
（
別
紙
一
号
） 

〃

 

一
ニ
、
一
一 

ｏ
県
当
局
回
答
書
ヲ
以
テ
組
合
要
求
ヲ
拒
否
ス
（
別
紙
二
号
） 

〃

一
二
、
一
三 
ｏ
神
奈
川
県
立
中
等
学
校
父
兄
会
連
合
開
催
総
意
ニ
ヨ
リ
吾
ガ
中

教
組
合
ヲ
絶
対
支
持
決
議
文
ヲ
知
事
ニ
手
交
（
別
紙
三
号
） 

 

ｏ
第
二
次
要
求
書
提
出
（
別
紙
四
号
） 

〃

一
二
、
一
七 

ｏ
県
ニ
回
答
ヲ
受
ケ
ニ
出
頭
ス
ル
モ
教
育
部
長
学
務
課
長
第
二
次

要
求
書
ノ
内
容
サ
ヘ
知
ラ
ズ
知
事
口
答
ヲ
以
テ
回
答
ス
会
見
時

間
僅
カ
五
分
県
ノ
不
誠
意
ニ
憤
慨
ス 

 

部
長
室
ニ
テ
学
務
課
長
談
ヲ
受
ク
（
別
紙
五
号
） 

〃

一
二
、
一
八 

ｏ
第
三
次
要
求
書
提
出
（
別
紙
六
号
） 

〃

一
二
、
二
一 

ｏ
神
奈
川
県
会
議
長
白
井
佐
吉
殿
ニ
請
願
書
提
出
（
別
紙
七
号
） 

〃

一
二
、
二
三 

ｏ
神
奈
川
県
会
満
場
一
致
ヲ
以
テ
一
般
庁
員
警
察
官
教
員
ノ
待
遇

改
善
委
員
会
設
置
ニ
関
ス
ル
意
見
書
採
決
（
別
紙
八
号
） 

〃

一
二
、
二
六 

ｏ
県
回
答
書
ヲ
受
ク
依
然
ト
シ
テ
抽
象
的
言
辞
ヲ
以
テ
組
合
要
求

ヲ
拒
否
ス
組
合
員
ノ
意
見
漸
次
硬
化
ス
（
別
紙
九
号
） 

〃
〔
昭
和
ニ
ニ
、〕
一
、
一
六 

ｏ
第
四
次
要
求
書
提
出
一
月
二
十
日
待
遇
改
善
委
員
会
開
催
ヲ
要 

求
ス
（
別
紙
一
〇
号
） 

〃

一
、
一
八 

ｏ
県
回
答
書
ヲ
以
テ
待
遇
改
善
審
議
会
ヲ
一
月
二
十
五
日
開
催
ヲ

約
ス
（
別
紙
一
一
号
） 

〃

一
、
一
九 

ｏ
組
合
大
会
開
催
県
下
三
〇
校
五
〇
〇
名
ノ
組
合
員
参
集
県
当
局

ノ
不
誠
意
ヲ
叫
ビ
「
断
呼
斗
争
ス
ベ
シ
」
ト
ノ
決
意
文
可
決
ス

（
別
紙
一
二
号
） 

〃

一
、
二
〇

ｏ
大
会
決
議
文
ヲ
知
事
ニ
手
交
シ
当
局
ノ
猛
省
ヲ
促
ス

〃

一
、
二
五

ｏ
第
一
回
待
遇
改
善
審
議
会
開
催
父
兄
連
合
会
実
行
委
員
県
会
ニ

陳
情
サ
ル 

〃

一
、
二
七 

ｏ
全
官
公
労
組
ニ
メ
ッ
セ
ー
ヂ
及
闘
争
資
金
ヲ
贈
ル

注 

横
浜
市
史
資
料
室
所
蔵
の
簿
冊
「
岡
野
一
年
目
」（
長
谷
川
雷
助
旧
蔵
資
料
）
に
収
録
さ
れ
て
い

る
。 

13号 



第２章 教職員 

- 109 -

五

神
奈
川
県
教
員
組
合
報
（
一
九
四
七
年
四
月
二
〇
日
） 

 
四
月
十
二
日
発 

神
奈
川
県
教
員
組
合
報 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

県
教
組
情
報
宣
伝
部 

１
．
教
全
連
要
求
の
給
与
問
題
は
附
帯
決
議
の
件
も
通
過
し
こ
ゝ
に
一
応
の
妥
け
つ
を
見
る
に

至
り 

平
時
的
活
動
に
入
っ
た 

２
．
対
県
交
渉
は
已
に
各
人
事
例
が
出 

一
応
諒
承
と
い
ふ
段
階
に
達
し
た 

３
．
県
教
組
の
改
組
に
よ
り
新
組
合
長
及
代
議
員
常
任
委
員
も
決
定
し
常
時
の
活
動
を
開
始
し

ま
し
た 

別
表
役
員
一
覧
表
を
御
覧
下
さ
い
。 

４
．
本
部
日
誌
抄 

〇
三
月
二
十
日 

第
一
回
代
議
員
会
（
於 

座
間
校
） 

組
合
長
、
副
組
合
長 

選
出 

〇
三
月
二
十
四
日 

常
任
委
員
会 

（
於 
座
間
校
） 

各
役
員
の
任
務
及
構
成
を
な
す 

（
一
覧
表
の
通
り
） 

〇
三
月
二
十
九
日 

選
挙
対
策
委
員
会 

（
於 

本
部
） 

〇
三
月
三
十
一
日 

常
任
委
員
会 

（
於 

本
部
） 

 

推
薦
委
員
の
件
に
つ
い
て 

〇
四
月
四
日 

常
任
委
員
会
（
於 

本
部
） 

(1)

婦
人
部
設
置
を
承
認
す 

(2)

対
県
交
渉
は
一
応
諒
承
（
調
査
決
定
し
て
不
合
理
あ
る
時
は
再
開
す
る
） 

労
働
協
約
調
印
す 

(イ)

別
に
支
部
長
ま
で
連
絡
し
て
各
支
部
毎
に
印
刷
し
て
各
校
に
配
布
す 

 

不
明
の
点
は
支
部
長
へ 

(ロ)

協
約
の
解
説
に
つ
い
て
は
追
つ
て
印
刷
物
と
し
て
出
し
ま
す
が
運
営
及
各
支
部
で

の
地
方
事
務
当
局
と
は
万
全
期
し
て
当
ら
れ
た
い 

〇
四
月
十
二
日 

婦
人
部
結
成
準
備
会
（
午
后
一
時 

平
沼
校
） 

△
事
務
局
は
日
直
制
と
し
て
各
郡
市
よ
り
本
部
に
勤
務
し
て
ゐ
る

△
調
査
部
は
俸
給
カ
ー
ド
に
よ
り
着
々
進
行
中
（
未
提
出
の
学
校
は
至
急
提
出
し
て
下
さ
い
）

△
情
報
宣
傳
部
は
各
地
の
情
報
を
と
り
ま
と
め
編
輯
す

△
教
全
連
本
部
事
務
所
変
更

 
 

移
転
先

東
京
都
千
代
田
区
一
ッ
橋
二
ノ
九
ノ
七

教
育
会
館 

 
 

電
話 

九
段 

(☐)

自
一
一
三
四 

至
一
一
三
八 

注 

神
奈
川
県
教
職
員
組
合
所
蔵
の
簿
冊
「
組
合
速
報
綴
（
昭
和
二
十
一
年
九
月
以
降 

）」
に
収
録
さ

れ
て
い
る
。 

代
議
員
名
簿
未
提
出
支
部

（
至
急
ね
が
ひ
ま
す
〔
）〕 

川
崎 

磯
子 

神
奈
川 

鶴
見 

愛
甲 

鎌
倉 
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第

四

節

教
職
員
に
関
す
る
各
種
の
資
料

一

神
奈
川
県
立
教
員
保
養
所
規
程 

※ 

本
項
に
収
録
し
た
法
令
は
い
ず
れ
も
『
神
奈
川
県
公
報
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
抄
録
の
場
合
、

省
略
し
た
条
項
の
改
廃
も
省
略
し
た
。 

（
一
）
神
奈
川
県
立
教
員
保
養
所
規
程
（
一
九
四
〇
年
）

一
九
四
〇
年
二
月
二
〇
日
神
奈
川
県
訓
令
第
三
号
（
学
務
部
・
小
学
校
宛
） 

神
奈
川
県
立
教
員
保
養
所
規
程 

第
一
条 

本
所
ハ
本
県
小
学
校
教
員
ニ
シ
テ
保
健
上
必
要
ア
リ
ト
認
メ
タ
ル
者
ヲ
保
養
セ
シ
ム

ル
ヲ
以
テ
目
的
ト
ス 

第
二
条 

本
所
ノ
病
床
定
員
ハ
之
ヲ
五
十
人
ト
ス 

第
三
条 

本
所
ニ
左
ノ
職
員
ヲ
置
ク 

一

所

長

二

医

員

若
干
人 

三

調

剤

員

若
干
人 

四

事

務

員

若
干
人 

五

看
護
婦
長 

若
干
人 

第
四
条 

所
長
ハ
知
事
ノ
命
ヲ
承
ケ
所
務
ヲ
統
轄
シ
所
属
職
員
ヲ
指
揮
監
督
ス 

医
員
ハ
上
司
ノ
命
ヲ
承
ケ
診
療
二
従
事
シ
所
長
事
故
ア
ル
ト
キ
ハ
其
ノ
職
務
を
代
理
ス 

調
剤
員
ハ
上
司
ノ
命
ヲ
承
ケ
調
剤
及
薬
餌
検
査
ニ
従
事
ス 

事
務
員
ハ
上
司
ノ
命
ヲ
承
ケ
庶
務
会
計
事
務
ニ
従
事
ス 

看
護
婦
長
ハ
上
司
ノ
命
ヲ
承
ケ
看
護
事
務
ヲ
総
括
ス 

第
五
条 

所
長
ハ
左
ノ
事
項
ヲ
専
行
ス
ル
コ
ト
ヲ
得 

一

所
務
ニ
関
シ
職
名
又
ハ
所
名
ヲ
以
テ
文
書
ノ
発
送
ヲ
為
ス
コ
ト 

二

職
員
以
下
ニ
県
内
出
張
ヲ
命
ズ
ル
コ
ト

三

職
員
ノ
進
退
賞
罰
ニ
関
シ
知
事
ニ
具
申
ス
ル
コ
ト 

四

雇
傭
員
ノ
進
退
賞
罰
ニ
関
ス
ル
コ
ト 

五

職
員
以
下
ニ
除
服
出
仕
ヲ
命
ジ
又
ハ
請
暇
ヲ
許
否
ス
ル
コ
ト 

六

処
務
細
則
、
宿
直
心
得
及
嘱
託
員
、
雇
傭
員
ノ
勤
務
心
得
其
ノ
他
処
務
上
必
要
ナ
ル
事

項
ヲ
定
ム
ル
コ
ト 

七

患
者
ノ
入
所
及
退
所
ヲ
決
ス
ル
コ
ト 

八

附
添
看
護
人
ノ
許
否
ヲ
決
ス
ル
コ
ト 

九

其
ノ
他
軽
易
ナ
ル
事
項 

第
六
条 

所
長
ハ
変
災
又
ハ
異
常
事
故
ア
リ
タ
ル
ト
キ
ハ
速
ニ
知
事
ニ
報
告
ス
ベ
シ 

第
七
条 

所
長
ハ
毎
月
五
日
迄
ニ
前
月
ノ
処
務
概
況
ヲ
知
事
ニ
報
告
ス
ベ
シ 

所
長
ハ
前
年
度
ニ
於
ケ
ル
事
業
成
績
ヲ
毎
年
五
月
末
日
迄
ニ
知
事
ニ
報
告
ス
ベ
シ 

第
八
条 

本
所
ニ
左
ノ
簿
冊
ヲ
備
ヘ
常
ニ
之
ヲ
整
理
シ
置
ク
ベ
シ 

一

患
者
名
簿
／
二 

病
床
日
誌
／
三 

看
護
日
誌 

前
項
各
号
ノ
外
所
長
必
要
ト
認
ム
ル
ト
キ
ハ
補
助
簿
ヲ
設
ク
ル
コ
ト
ヲ
得 

第
九
条 

入
所
中
ノ
食
費
及
治
療
費
ハ
之
ヲ
徴
収
セ
ズ
但
シ
本
人
ノ
希
望
ニ
依
リ
所
定
外
ノ
薬

品
、
栄
養
剤
等
ヲ
用
フ
ル
場
合
ハ
此
ノ
限
ニ
在
ラ
ズ 

第
十
条 

入
所
セ
ン
ト
ス
ル
者
ハ
入
所
願
（
様
式
第
一
号
）
ニ
学
校
医
又
ハ
其
ノ
他
ノ
医
師
ノ

診
断
書
（
様
式
第
二
号
）
ヲ
添
附
シ
所
属
学
校
長
ヲ
経
テ
所
長
ニ
提
出
ス
ベ
シ 

学
校
長
前
項
ノ
書
類
ヲ
受
理
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
副
申
書
（
様
式
第
三
号
）
ヲ
添
附
シ
速
カ
ニ
所

長
ニ
進
達
ス
ベ
シ 

第
十
一
条 

入
所
ヲ
許
可
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
入
所
日
時
ヲ
指
定
シ
学
校
長
ヲ
経
テ
願
出
人
ニ
通
知

ス
第
十
二
条 

入
所
ノ
許
可
ヲ
受
ケ
タ
ル
者
ハ
誓
約
書
（
様
式
第
四
号
）
ヲ
提
出
シ
指
定
ノ
日
時

ニ
入
所
ス
ベ
シ 

第
十
三
条 

左
ノ
各
号
ノ
一
ニ
該
当
ス
ル
ト
キ
ハ
退
所
セ
シ
ム 

一

全
治
シ
タ
ル
ト
キ 

二

保
健
上
在
所
保
養
ノ
必
要
ナ
キ
ニ
至
リ
タ
ル
ト
キ 

三

其
ノ
他
必
要
ア
リ
ト
認
メ
タ
ル
ト
キ 

入
所
患
者
ニ
シ
テ
自
己
ノ
都
合
ニ
依
リ
退
所
セ
ン
ト
ス
ル
者
ハ
願
出
デ
テ
許
可
ヲ
受
ク
ベ
シ

第
十
四
条

本
規
程
其
ノ
他
特
ニ
定
メ
タ
ル
モ
ノ
ヲ
除
ク
外
ハ
総
テ
本
庁
ノ
処
務
細
則
其
ノ
他

例
規
ニ
準
拠
ス
ベ
シ

〔
様
式
第
一
～
四
号

略
〕



第２章 教職員 

- 112 -

一
九
四
一
年
一
〇
月
二
八
日
神
奈
川
県
訓
令
第
五
十
号
（
学
務
部
・
国
民
学
校
宛
） 

「
小
学
校
」
ヲ
「
国
民
学
校
」
ニ
改
ム 

第
一
条
中
「
教
員
」
ヲ
「
職
員
」
ニ
改
ム 

第
三
条
及
第
四
条
中
「
事
務
員
」
ヲ
「
書
記
」
ニ
改
ム 

様
式
第
三
号
中
「
代
用
教
員
」
ヲ
「
助
教
」
ニ
改
ム 

注 

一
九
四
六
年
一
一
月
二
八
日
神
奈
川
県
訓
令
第
五
十
六
号
「
神
奈
川
県
立
教
員
保
養
所
規
程
」

（
公
布
の
日
か
ら
施
行
）
に
よ
り
廃
止
。 

（
二
）
神
奈
川
県
立
学
校
衛
生
研
修
所
規
程

一
九
四
六
年
一
一
月
一
日
神
奈
川
県
訓
令
第
五
十
六
号
（
教
育
民
生
部
・
国
民
学
校
宛
） 

神
奈
川
県
立
教
員
保
養
所
規
程 

第
一
条 

本
所
は
本
県
国
民
学
校
教
員
で
保
健
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
た
者
を
保
養
さ
せ
併
せ

て
学
校
衛
生
に
つ
い
て
研
修
さ
せ
る
所
と
す
る 

前
項
に
該
当
し
な
い
学
校
教
員
で
あ
つ
て
も
保
養
の
必
要
を
認
め
ら
れ
る
者
は
希
望
に
よ
つ

て
随
時
入
所
さ
せ
る
事
が
で
き
る 

第
二
条 

本
所
は
神
奈
川
県
立
学
校
衛
生
研
修
所
と
称
す
る 

第
三
条 

本
所
に
所
長
一
名
、
所
員
若
干
名
を
置
く 

第
四
条 

所
長
は
上
司
の
命
を
受
け
所
員
を
指
揮
監
督
し
て
所
務
を
統
理
す
る 

所
長
事
故
あ
る
と
き
は
所
長
の
指
名
し
た
者
が
代
理
を
す
る 

 

所
員
は
所
長
の
命
を
う
け
所
務
に
従
事
す
る 

第
五
条 

所
長
は
左
記
事
項
を
専
行
す
る
事
が
で
き
る 

一
、
所
務
に
つ
い
て
職
名
又
は
所
名
文
書
の
発
送
を
す
る
こ
と 

二
、
職
員
以
下
に
県
内
出
張
を
命
ず
る
こ
と 

三
、
職
員
の
進
退
賞
罰
に
つ
い
て
知
事
に
具
申
す
る
こ
と 

四
、
雇
傭
人
の
進
退
賞
罰
を
専
行
す
る
こ
と 

五
、
職
員
以
下
に
除
服
出
仕
を
命
じ
又
は
請
暇
を
許
可
す
る
こ
と

六
、
所
務
細
則
宿
直
心
得
其
他
所
務
上
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と

七
、
研
修
者
の
入
退
所
を
決
め
る
こ
と 

八
、
研
修
課
程
を
定
め
各
講
師
を
委
嘱
す
る
こ
と 

九
、
其
他
軽
易
な
事
項

第
六
条 

所
長
は
変
災
又
は
異
常
事
故
の
あ
つ
た
時
は
速
か
に
知
事
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い 

第
七
条 

所
長
は
毎
月
五
日
迄
に
前
月
の
所
務
概
況
を
知
事
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 

第
八
条 

所
長
は
前
年
度
事
業
成
績
を
毎
年
五
月
末
日
迄
に
知
事
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
第
九
条 

本
所
に
左
の
簿
冊
を
常
に
整
備
し
て
置
く
も
の
と
す
る 

一
、
研
修
者
名
簿 

二
、
研
修
者
の
保
養
並
に
研
修
日
誌 

三
、
研
修
者
の
診
断
簿 

第
十
条 

本
所
の
入
所
定
員
は
五
拾
名
と
す
る 

第
十
一
条 

本
所
に
入
所
す
る
者
は
健
康
上
「
要
注
意
」
又
は
「
要
保
養
」
と
診
断
さ
れ
た
者

で
あ
つ
て
入
所
願
（
様
式
第
一
号
）
に
医
師
（
保
健
所
医
又
は
学
校
医
）
の
診
断
書
（
様
式

第
二
号
）
及
所
属
学
校
長
の
副
申
書
（
様
式
第
三
号
）
を
添
付
し
所
長
に
願
出
て
許
可
を
受

け
る
も
の
と
す
る 

知
事
は
学
校
衛
生
上
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
た
者
に
対
し
て
入
所
を
命
ず
る
こ
と
が
あ
る 

第
十
二
条 

入
所
を
命
ぜ
ら
れ
た
者
が
入
所
困
難
な
事
情
に
あ
る
と
き
は
其
の
事
由
を
具
し
て

所
属
学
校
長
を
経
由
知
事
に
願
出
て
許
可
を
受
け
る
も
の
と
す
る 

第
十
三
条 

研
修
期
間
中
に
本
人
が
退
所
を
希
望
す
る
と
き
は
所
長
に
其
の
理
由
を
具
申
し
て

許
可
を
受
け
る
も
の
と
す
る 

第
十
四
条 

左
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
時
は
退
所
を
命
ず
る 

一
、
在
所
の
必
要
を
認
め
な
く
な
つ
た
と
き 

二
、
所
規
に
違
背
し
又
は
職
員
の
指
示
に
従
は
な
い
と
き 

三
、
其
他
必
要
が
あ
る
と
認
め
た
と
き 

第
十
五
条 

入
所
中
の
経
費
は
徴
収
し
な
い 

但
し
必
要
又
は
希
望
に
よ
つ
て
所
定
外
の
薬
品
、
栄
養
剤
等
を
用
ひ
た
と
き
に
は
徴
収
す
る

こ
と
が
あ
る 

第
十
六
条 
本
規
程
そ
の
他
特
に
定
め
た
規
程
を
除
く
外
は
本
庁
庶
務
細
則
そ
の
他
の
例
規
に

準
拠
す
る
も
の
と
す
る 

附

則

本
規
程
は
公
布
の
日
か
ら
こ
れ
を
施
行
す
る
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昭
和
十
五
年
二
月
神
奈
川
県
訓
令
第
三
号
神
奈
川
県
立
教
員
保
養
所
規
程
は
廃
止
す
る 

  
 

※ 
こ
の
訓
令
の
『
公
報
』
掲
載
は
一
二
月
二
一
日
。 

 

一
九
四
八
年
七
月
八
日
神
奈
川
県
訓
令
第
第
十
六
号
（
所
轄
行
政
庁
・
市
町
村
長
・
各
庁
宛
） 

〔
第
一
～
十
六
条 

略
〕 

第
十
七
条 

昭
和
二
十
一
年
十
一
月
神
奈
川
県
訓
令
第
五
十
六
号
神
奈
川
県
立
学
校
衛
生
研
修

所
規
程
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

令
達
先
を
「
教
育
部 

小
学
校
」
に
改
め
る
。 

 
 

第
一
条
中
「
国
民
学
校
」
を
「
小
学
校
」
に
改
め
る
。 

 
 

〔
一
項
略
〕 

〔
第
十
八
～
六
十
一
条 

略
〕 

 
 
 
 

附 
 

則 

 

こ
の
訓
令
は
、
諸
法
令
の
制
定
改
廃
そ
の
他
に
基
く
、
整
理
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
り
各

条
関
係
法
令
施
行
の
日
か
ら
、
こ
れ
を
適
用
す
る
。 

 

注 

こ
の
訓
令
の
『
公
報
』
掲
載
は
一
一
月
二
八
日
。
一
九
四
九
年
七
月
七
日
神
奈
川
県
・
神
奈
川

県
教
育
委
員
会
訓
令
第
一
号
「
神
奈
川
県
立
教
職
員
県
職
員
保
養
所
規
程
」（
一
九
四
九
年
七
月

一
日
か
ら
適
用
）
に
よ
り
廃
止
。 
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二 

多
数
の
退
職
希
望 

  

敎
員
に
退
職
希
望 

 

新
規
補
充
な
く
重
大
問
題 

            
 
 

『
神
奈
川
新
聞
』
一
九
四
六
年
三
月
七
日
。 

 

   

（
著
作
権
上
の
都
合
に
よ
り
省
略
し
ま
す
） 
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三 

学
校
教
職
員
ノ
生
徒
児
童
ヨ
リ
ス
ル
食
糧
収
受
強
要
禁
止
ニ
関
ス
ル
件 

昭
和
二
十
一
年
四
月
十
七
日 

教
育
民
生
部
長 

中
等
学
校
長
殿 

学
校
教
職
員
ノ
生
徒
児
童
ヨ
リ
ス
ル
食
糧
収
受
強
要
禁
止
ニ
関
ス
ル
件 

近
時
食
糧
事
惰
ノ
逼
迫
ニ
伴
ヒ
学
校
ノ
一
部
教
職
員
ニ
シ
テ
生
徒
児
童
ヨ
リ
食
糧
ノ
収
受
方
ヲ

強
要
ス
ル
者
ア
ル
ヤ
ニ
閃
〔
マ
マ
〕
聞
ス
ル
処
右
ハ
等
シ
ク
配
給
制
下
ニ
在
ル
生
徒
児
童
等
ノ
家

庭
生
活
ヲ
脅
威
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ヽ
ナ
ル
ベ
ク
甚
ダ
遺
憾
ノ
次
第
ニ
シ
テ
其
ノ
筋
ヨ
リ
ノ
通
牒
ノ

次
第
モ
有
之
候
条
今
後
ハ
斯
ル
事
項
ハ
厳
ニ
之
ヲ
禁
止
セ
ラ
レ
度 

追
而 

本
件
ハ
聯
合
軍
司
令
部
ヨ
リ
特
ニ
注
意
ア
リ
タ
ル
次
第
ニ
付
為
念 

 

注 

神
奈
川
県
立
公
文
書
館
所
蔵
の
簿
冊
「
聯
合
軍
関
係
書
類 

藤
沢
市
立
藤
沢
高
等
女
学
校
」
に

収
録
さ
れ
て
い
る
〈
集
成
〉。
四
月
五
日
地
方
長
官
宛
文
部
省
学
校
教
育
局
長
通
牒
（『
提
要
』
３
・

『
制
度
史
料
』
26

）
の
内
容
を
県
内
に
通
知
し
た
も
の
で
あ
る
（〈
集
成
〉『
提
要
』『
史
料
』
に

つ
い
て
は
本
章
第
一
節
冒
頭
を
参
照
）。 
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四 

新
教
育
研
究
校
指
定
要
項 

新
教
育
研
究
校
指
定
要
項 

一
．
新
教
育
研
究
校
指
定 

１
．
従
来
ハ
研
究
指
定
ヲ
受
ケ
タ
ル
学
校
ノ
ミ
其
ノ
研
究
ニ
入
リ
他
校
ノ
協
力
助
成
ハ
稀
尊
デ

ア
ッ
タ
ガ
今
回
ハ
研
究
グ
ル
ー
プ
ヲ
設
定
シ
協
同
責
任
ノ
モ
ト
ニ
研
究
ヲ
推
進
セ
シ
ム

ル
コ
ト
ヽ
ス
ル 

２
．
横
浜
、
横
須
賀
、
川
崎
ノ
三
市
及
地
方
事
務
所
別
ニ
研
究
分
団
ヲ
設
定
シ
各
地
区
ニ
ヨ
ッ

テ
ハ
更
ニ
小
分
団
ヲ
設
定
シ
一
分
団
又
ハ
一
小
分
団
ニ
一
校
ノ
研
究
指
定
校
ヲ
設
ケ
ル

コ
ト 

３
．
研
究
校
選
定
ハ
当
該
分
団
相
互
校
ノ
推
薦
ニ
ヨ
ル
コ
ト 

４
．
研
究
分
団
小
分
団
数
及
研
究
指
定
校
数
左
表
ノ
通
リ 

二
．
研
究
内
容 

 
 

学
校
経
営
全
体
ニ
亘
ル
ト
モ
、
或
ハ
学
習
形
態
ノ
研
究
等
範
囲
ヲ
限
定
シ
テ
研
究
ス
ル
□

□
□
内
容
指
定
ヲ
受
ケ
タ
ル
研
究
校
主
体
ト
ナ
リ
研
究
グ
ル
ー
プ
校
ノ
相
互
的
研
究
ニ

ヨ
リ
決
定
ス
ル
モ
ノ
ト
ス 

三
．
研
究
方
法 

１
．
推
薦
ヲ
受
ケ
タ
ル
研
究
校
ガ
研
究
ニ
専
念
ス
ル
ハ
勿
論
ノ
コ
ト
研
究
分
団
全
校
ハ
総
力
ヲ

挙
ゲ
テ
研
究
ヲ
助
成
シ
研
究
校
ヲ
シ
テ
新
教
育
ノ
標
準
校
タ
ラ
シ
ム
ル
コ
ト 

２
．
研
究
計
画
ハ
指
定
学
校
立
案
シ
之
ヲ
研
究
分
団
ニ
提
示
シ
批
判
討
議
ニ
ヨ
リ
決
定
ス
ル
モ

ノ
ト
ス 

３
．
研
究
計
画
批
判
討
議
会
ニ
出
席
ス
ベ
キ
者
ハ
県
官
、
視
学
委
員
、
研
究
分
団
所
属
各
学
校

長
及
代
表
者
ト
ス 

４
．
研
究
分
団
ニ
所
属
ス
ル
各
校
ハ
決
定
サ
レ
タ
ル
研
究
計
画
ノ
全
部
又
ハ
一
部
ノ
自
校
ニ
テ

実
施
研
究
ス
ル
モ
ノ
ト
ス 

四
．
研
究
報
告 

１
．
中
間
報
告 

(イ)

研
究
指
定
校
ハ
一
定
時
期
ニ
中
間
報
告
ヲ
為
ス
ベ
キ
コ
ト 

 
 
 
 
 
 
 

(ロ)

其
ノ
方
法
ハ
指
定
校
独
自
ノ
案
ニ
ヨ
ル
ベ
キ
モ
報
告
ノ
日
時
ハ
一
日
ニ

限
ラ
ズ
二
、
三
日
連
続
的
ニ
研
究
ノ
実
際
ヲ
公
開
ス
ル
コ
ト 

 
 
 
 
 
 
 

(ハ)

此
ノ
期
間
中
参
加
シ
批
判
討
議
ヲ
為
ス
ベ
キ
者
左
ノ
如
シ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

県
官 

視
学
委
員 

研
究
分
団
学
校
職
員 

２
．
結
果
報
告 

(イ)

二
学
期
末
又
ハ
三
学
期
ニ
研
究
結
果
ノ
報
告
会
ヲ
開
催
ス
ル
コ
ト 

 
 
 
 
 
 
 

(ロ)

報
告
ハ
実
践
結
果
ヲ
具
体
的
ニ
為
ス
ベ
キ
コ
ト 

 
 
 
 
 
 
 

(ハ)

研
究
指
定
校
ノ
報
告
ハ
勿
論
ナ
レ
ド
研
究
分
団
学
校
ヨ
リ
モ
代
表
者
ガ

報
告
ヲ
〔
以
下
判
読
不
能
〕 

 

高
座
郡
内
国
民
学
校
新
教
育
研
究
計
画
案 

一
．
研
究
事
項 

１
．
民
主
主
義
教
育
の
真
髄
の
把
握
に
努
め
る
と
共
に
日
本
の
長
所
を
生
か
す
教
育
た
る
こ

と 
 

２
．
地
域
に
適
応
し
た
る
教
育
た
る
こ
と 

３
．
右
二
項
に
よ
り
研
究
範
囲
研
究
方
向
は
其
の
校
の
選
定
に
よ
る 

４
．
一
時
研
究
に
止
ま
ら
ず
永
続
的
に
研
究
実
施
す
る
立
場
に
て
研
究
主
題
を
選
定
す
る
こ

と 
 

５
．
研
究
中
心
校
の
研
究
成
果
は
研
究
グ
ル
ー
プ
の
責
任
な
る
こ
と 

６
．
各
研
究
中
心
校
は
研
究
に
関
し
相
互
に
連
絡
の
上
研
究
の
深
化
を
は
か
る
こ
と 

二
．
研
究
参
加
学
校
（
研
究
グ
ル
ー
プ
校
） 

〔
一
行
判
読
不
能
〕 

８
．
行
事
進
行
に
関
し
適
当
に
指
導
を
受
け
る
に
つ
い
て
は
担
当
視
学
委
員
に
連
絡
し
て
出

向
を
乞
う
こ
と 

当
郡
担
当
視
学
委
員
左
の
如
し 

中 

高 

鎌 

川 

崎 

横
須
賀 

横 

浜 

研
究
分
団
名 

二 二 二 二 九 

小
分
団
数 

二 二 二 二 九 

研
究
指
定
校
数 

三 

浦 

津
久
井 

愛 

甲 

足
柄
下 

足
柄
上 

研
究
分
団
名 

一 一 一 二 一 

小
分
団
数 

一 一 一 二 一 

研
究
指
定
校
数 
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〔
師
範
学
校
関
係
者
二
名
、
国
民
学
校
長
五
名
の
肩
書
き
と
氏
名
略
〕 

  
 

注 
福
岡
明
允
氏
所
蔵
の
簿
冊
「
昭
和
二
十
一
年
度
の
教
育
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
（
寒
川
文
書
館

で
写
真
版
を
閲
覧
）。 
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五 

師
範
学
校
の
志
願
者
激
減 

  

六
・
三
制
は
實
施
さ
れ
る
が 

〔
中
略
〕 

み
た
さ
れ
ぬ
定
員 

 

志
願
者
激
減
の
縣
立
師
範 

               

    
 
 

『
神
奈
川
新
聞
』
一
九
四
七
年
三
月
一
一
日
。 

  

          

（
著
作
権
上
の
都
合
に
よ
り
省
略
し
ま
す
） 

          

 

（
著
作
権
上
の
都
合
に
よ
り
省
略
し
ま
す
） 
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六 

軍
政
部
主
催
中
等
学
校
教
員
向
け
研
究
会
・
講
習
会 

（
一
）
中
等
学
校
教
員
研
究
会 

昭
和
二
十
二
年 

 

月 
 

日 

教
育
部
長 

 

横
浜
市
内
中
等
学
校
長 

殿 

聯
合
軍
主
催
中
等
学
校
教
員
研
究
会
開
催
に
つ
い
て 

標
記
の
件
に
つ
い
て
米
八
軍
軍
政
部
教
育
係
マ
ツ
ク
マ
ナ
ス
大
尉
の
要
請
に
よ
り
左
記
の
如
く

実
施
致
し
た
く
代
表
一
名
必
ず
出
席
さ
せ
る
や
う
御
配
慮
願
ひ
た
い 

 
 
 
 
 
 
 

記 

一
、
四
週
間
連
続
（
但
し
毎
週
一
回
） 

一
、
第
一
回
は
三
月
六
日
（
木
曜
日
）
午
後
一
時
半
開
始
（
一
時
迄
に
必
着
せ
ら
れ
た
い
） 

一
、
会
場 

 

横
浜
市
立
横
浜
商
業
学
校
（
南
区
南
太
田
町
二
ノ
一
二
八
） 

一
、
校
長
、
教
頭
を
除
い
た
教
員
の
中
か
ら
代
表
を
選
定
す
る 

一
、
第
一
回
は
二
十
五
名
集
合
の
予
定 

一
、
司
会
者 

 

マ
ツ
ク
マ
ナ
ス
大
尉 

一
、
代
表
者
名
を
至
急
報
告
の
こ
と 

 

注 

神
奈
川
県
立
公
文
書
館
所
蔵
の
簿
冊
「
昭
和
21

年
（
度
） 

聯
合
国
軍
指
令
関
係
書
類
綴 

教
、

指
導
課
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
通
知
文
は
起
案
書
の
形
式
で
記
載
さ
れ
て
お
り
、
起
案
の

日
も
施
行
の
日
も
二
月
二
四
日
で
あ
る
。 

 

（
二
）
四
回
講
習
（
サ
ン
ダ
ー
講
師
） 

昭
和
二
十
二
年 

月 

日 

教
育
部
長 

 

学
校
長 

殿 

神
奈
川
軍
政
部
教
育
部
主
催
四
回
講
習
に
つ
い
て 

標
記
の
件
に
つ
い
て
来
る
六
月
二
日
（
月
）
よ
り
毎
週
一
回
（
月
曜
）
宛
に
て
四
回
Ｃ
・
Ｉ
・
Ｅ

サ
ン
ダ
ー
嬢
の
研
究
会
が
Ｙ
校
（
南
区
南
太
田
町
二
ノ
一
二
八
）
に
て
午
後
一
時
半
よ
り
開
催
さ

れ
ま
す
か
ら
各
学
校
よ
り
一
名
（
校
長
を
除
く
）
必
ず
出
席
せ
し
め
ら
れ
た
い
。 

な
る
べ
く
女
教
員
の
方
を
選
出
さ
れ
た
い 

尚
、
出
席
者
名
至
急
報
告
せ
ら
れ
た
い 

 

県
立
横
浜
一
女 
 
 

横
浜
二
女 

 

横
浜
市
立
高
女 

 

横
浜
市
立
戸
塚
女 

 

川
崎
市
立

女 川
崎
市
立
高
津
女 

 

横
浜
女 

 
 

神
奈
川
女 

 
 
 

富
士
見
女 

 
 
 
 

鶴
見
女 

明
倫
女 

 
 
 
 
 

紅
蘭
女 

 
 

潤
光
女 

 
 
 
 

東
亜
女 

 
 
 
 
 

京
浜
女 

 
 

大
倉
山
女 

 
 
 
 

橘
女 

 
 
 

市
立
横
浜
一
商 

 

私
立
横
浜
女
商 

 
 

千
歳
女
商 

髙
木
女
商 

 
 
 
 

神
奈
川
女
商 

成
美
学
園
女 

 
 

山
手
女 

 
 
 
 
 

捜
真
女 

共
立
女 

 
 
 
 
 

女
師
範 

  
 

注 

出
典
は
（
一
）
の
文
書
と
同
じ
。
こ
の
文
書
も
起
案
書
の
形
式
で
記
載
さ
れ
て
お
り
、
起
案
の
日

も
施
行
の
日
も
五
月
二
八
日
で
あ
る
。 

 

（
三
）
四
回
講
習
（
マ
ッ
ク
マ
ナ
ス
主
催
） 

昭
和
二
十
二
年 

 

月 
 

日 

教
育
部
長 

 

学
校
長 

殿 

神
奈
川
軍
政
部
教
育
部
主
催
四
回
講
習
に
つ
い
て 

標
記
の
件
に
つ
い
て
来
る
六
月
五
日
（
木
）
よ
り
毎
週
木
曜
日
に
計
四
回
マ
ツ
ク
マ
ナ
ス
大
尉

主
催
の
研
究
会
が
Ｙ
校
（
南
区
南
太
田
町
二
ノ
一
二
八
）
に
て
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

か
ら
各
学
校
よ
り
代
表
一
名
（
校
長
を
除
く
）
選
出
、
必
ず
出
席
せ
し
め
ら
れ
た
い
。 

尚
、
出
席
者
名
至
急
報
告
せ
ら
れ
た
い 

 

湘
南
中 

 
 
 
 

川
崎
中 

 
 
 
 
 

川
崎

橘
中 

 
 

横
浜

興
国
中 

 
 

横
浜

武
相
中 

県
立
川
崎
工
業 

 

横
浜
関
東
学
院
中
学 

横
浜

横
浜
一
商 

藤
沢
高
女 

 
 

鎌
倉
市
立
女 

藤
沢
中 

 
 
 
 

鎌
倉
中 

 
 
 
 
 

鎌
倉
女 

 
 

湘
南
白
百
合
女 

横
浜

大
倉
山
女 

 
 

神
奈
川
女
子
商 

 

千
歳
女
子
商 

 
 
 

北
鎌
倉
女 

 

鶴
見
工
業 

 
 

関
東
学
院
工
業 

 
 

川
崎
市
立
工
業 

 

髙
木
女
子
商 

 
 

京
浜
女
子
商 

神
奈
川
高
女 

川
崎
市
立
女
子
商
業 

  
 

注 

出
典
は
（
一
）
の
文
書
と
同
じ
。
こ
の
文
書
も
起
案
書
の
形
式
で
記
載
さ
れ
て
お
り
、
起
案
の
日

も
施
行
の
日
も
五
月
二
八
日
で
あ
る
。 
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七 

養
護
教
諭
養
成
講
習
会
講
習
生
の
募
集 

 
 
 
 

養
護
教
諭
養
成
講
習
会
講
習
生
を
左
の
通
り
募
集
す
る 

一
、
講
習
期
間 

二
、
場 

 
所 
南
区
中
村
町
県
立
中
央
保
健
所 

三
、
受
講
資
格 

 

 

(1) 

左
の
各
項
の
一
に
該
当
し
且
つ
看
護
婦
免
状
を
有
す
る
者 

   

(イ) 

中
等
学
校
を
卒
業
し
た
者 

 
 

(ロ)  

専
門
学
校
入
学
者
検
定
規
程
に
よ
る
試
験
検
定
に
合
格
し
た
者
及
び
一
般
専
門
学

校
へ
の
入
学
に
関
し
無
試
験
検
定
を
受
け
る
資
格
を
有
す
る
者 

 
 

(ハ)  

養
護
婦
と
し
て
二
年
以
上
学
校
に
勤
務
し
た
者 

 

(2) 

養
護
婦
勤
務
二
ヶ
年
未
満
に
し
て
(1)

に
該
当
し
な
い
者
で
も
実
力
検
査
の
結
果
特
に
成 

 
 

績
優
秀
な
る
者
は
聴
講
生
と
し
て
受
講
を
許
可
す
る
。 

四
、
講
習
終
了
者
の
資
格 

 

受
講
資
格
(1)

に
該
当
す
る
講
習
終
了
者
に
は
試
験
の
上
終
了
証
書
を
授
与
し
、
こ
れ
を
養

護
教
諭
仮
免
許
状
を
有
す
る
者
と
み
な
す
。 

五
、
申
込
手
続 

 

希
望
者
は
入
会
申
込
書
、
履
歴
書
、（
戸
籍
抄
本
、
看
護
婦
免
状
及
び
中
等
学
校
卒
業
証
書
写
） 

 

受
講
料
金
七
〇
円
を
添
え
十
月
末
日
迄
に
県
衛
生
部
公
衆
保
健
課
宛
申
込
の
こ
と
。 

 
 

昭
和
二
十
二
年
十
月
十
六
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

神 

奈 
川 

県 

 

注 

『
神
奈
川
県
公
報
』
一
九
四
七
年
一
〇
月
一
六
日
「
広
告
欄
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。 

   

昭
和
二
十
二
年
十
一
月
一
日 

昭
和
二
十
三
年
一
月
三
十
一
日 
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